
主な内容
弟子屈町表彰式‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

ありがとうぼくらの学校‥‥‥‥‥‥
12月は町税等完納強調月間です‥‥‥
大規模な総合防災訓練を実施‥‥‥‥

衆議院議員総選挙・最高裁判所裁判官国民審査‥

町内の保健医療福祉施設で働きませんか‥

「先生すご～い！」
11月11日に行われた、弟子屈・川湯両中学生による摩周焼体
験学習での１コマです。摩周焼窯元の森雅子先生らの指導の
下、多目的カップ作りに挑戦した中学生。森先生の手さばき
に感嘆の声を上げていました。　　　　 （関連記事31ページ）
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町
の
発
展
と
町
民
の
皆
さ
ん
の
幸
せ

の
た
め

に
、
長

年
に
わ

た
り
ご

尽
力
を

い
た
だ

い
た
方

々
の
功

績
を
た

た
え
る
、

平
成
26

年
度
弟

子
屈
町

◆
相
　
庭
　
ヨ
　
ネ

◆
赤
　
坂
　
喜
美
子

◆
有
　
貝
　
政
　
枝

◆
池
　
田
　
喜
美
子

◆
伊
　
藤
　
ツ
ヤ
子

◆

　
泉
　
悦
　
朗

◆
右
　
近
　
　
毅

◆

　
家
　
芳
　
子

◆
梅
　
田
　
明
　
美

◆
蝦
　
名
　
喜
代
春

◆
蝦
　
名
　
文
　
子

◆
大
　
上
　
洋
　
司

◆
扇
　
　
　
け
さ
子

◆
大
　
木
　
弘
　
信

◆
大
　
越
　
和
　
代

◆
大
　
関
　
長
　
春

◆
太
　
田
　
貴
美
子

◆
大
　
塚
　
け
さ
み

在住功労
現に50年以上本町に在住し、年齢77歳を超え、長
年にわたり福祉向上や産業の振興に努められたと
ともに、地域発展のために貢献した方。（50音順）

長年の功績に感謝

社会功労 多年にわたり地域医療や青少年健全育成
推進に寄与し、功労のあった方。

布施医院

　院長　布　施　裕　章
　1961（昭和36）年７月から1971（昭和46）

年６月まで国立弟子屈病院に内科医と

して勤務後、1971年７月に布施医院を

開業。53年にわたり町民の健康維持、

医療の維持と発展に尽力した。

　また、国民健康保険制度・介護保険制度の適正な運営

に向けた助言を行うなど、本町の医療福祉、介護分野に

貢献した。

産業功労 本町産業の発展に顕著な功労のあった
方。善行表彰 公益のため多額な私財を寄附した方。

表
彰
式
が
11
月
３
日
、
町
社
会
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、町
の
行
政
・
経
済
・
産
業
・

文
化
な
ど
の
各
分
野
に
わ
た
っ
て
、
町

の
振
興
と
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
方
々
に

表
彰
状
・
記
念
品
な
ど
を
贈
呈
し
、
そ
の

功
績
を
た
た
え
る
も
の
。今
年
度
は
、
社

会
功
労
を
２
人
、
産
業
功
労
を
２
人
、
善

行
表
彰
を
２
人
、
在
住
功
労
を
78
人
が

受
賞
し
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
德
永
町
長
か
ら
一
人
一
人

に
賞
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

◆
大
　
庭
　
定
　
男

◆
小
　
川
　
節
　
子

◆
奥
　
田
　

　
江

◆
落
　
合
　
　
正

◆
鴨
志
田
　
清
之
助

◆
菊
　
地
　
昭
　
枝

◆

　
池
　
ス
ミ
ヱ

◆
木
　
村
　
富
美
子

◆
木
　
村
　
光
　
雄

◆
國
　
岡
　
時
　
子

◆
後
　
藤
　
正
　
一

◆
小
　
林
　
と
　
め

◆
小
見
山
　
幸
　
男

◆
近
　
藤
　
幸
　
夫

◆
西
　
郷
　
　
滿

◆
齊
　
藤
　
美
　
惠

◆
佐
　
藤
　
那
美
子

◆
塩
　
澤
　
照
　
子

◆
清
　
水
　
ス
　
ヱ

◆
菅
　
原
　
德
　
子

◆
相
　
馬
　
ト
　
シ

◆
髙
　
田
　
金
　
吾

◆
高
　
橋
　
　
毅

◆
髙
　
橋
　
美
枝
子

◆

　
山
　
兼
　
光

◆
塚
　
本
　
睦
　
子

◆
坪
　
井
　
　
章

◆
飛
　
渡
　
善
　
市

◆
中
　
川
　
和
　
子

◆
納
　
谷
　
貞
　
雄

◆
納
　
谷
　
方
　
子

◆

　
村
　
富
美
子

◆
羽
　
田
　
成
　
雄

◆
服
　
部
　
洋
　
子

◆
服
　
部
　
美
　
枝

◆
坂
　
東
　
利
　
惠

◆

　
瀬
　
富
　
吉

◆

　
田
　
ミ
ツ
ヱ

◆

　
田
　
保
　
二

◆
藤
　
林
　
光
　
一

◆
古
　
川
　
良
　
子

◆
堀
　
田
　
ミ
ツ
子

◆
堀
　
内
　
久
　
子

◆
牧
　
野
　
正
　
子

◆
松
　
井
　
英
　
子

◆
松
　
井
　
　
滿

◆
村
　
上
　
美
智
子

◆
柳
　
谷
　
終
　
子

◆
矢
　
野
　
武
　
弘

◆
山
　
川
　
正
　
治

◆
山
　
口
　
道
　
則

◆
山
　
崎
　
多
計
司

◆
山
　
本
　
一
　
子

◆
吉
　
田
　

　
枝

◆
若
　
月
　
洲
　
子

◆
和
　
田
　
邦
　
子

◆
渡
　
邊
　
偵
　
子

◆
故 

中 

多
　  

健

◆
故 

林 

　
　
隆 

雄

◆
故 

吉 

田
　
鉄 

雄

子どもに夢を実行委員会

　会長　笹　島　久　美
　2004（平成16）年４月に「子どもに夢を

実行委員会」を設立以来、現在まで10年

間継続して、町の９・10カ月児相談開催

に合わせて絵本の読み聞かせを行っ

てきた。また、10年間で395冊（21万4,713円相当）の絵本

を乳児に贈り、地域に密着した活動で青少年健全育成

推進に貢献した。

田　中　計　夫
　1999（平成11）年７月、第17回農業委

員会選挙において初当選以来、４期12

年にわたり農地行政の適正な運営に

努めた。また、農業委員として農地移

動の適正化と農地の有効利用・集積を

促進したほか、担い手農家の育成に尽力し、本町の農業

振興に貢献した。

平　川　淳　一
　５回にわたり、現金計140万円を、環

境にやさしい町づくりに役立ててほ

しいと寄附した。

　�（�2009年３月23日・2010年７月１日・

2011年５月23日・2012年５月23日・

2014年６月６日受納）

山　内　正　夫
　1994（平成６）年、旧摩周農協幹事に

就任。2001（平成13）年６月、摩周湖農

協理事に就任。2004（平成16）年６月、同

代表理事組合長に就任し、2013年４月

まで３期８年在職。指導的立場を通じ

て、農協組織の育成と農協事業、町農業の安定的発展に

尽力した。

弟子屈町すみれ会

　会長　山　田　ケミ子
　軽自動車（127万円相当）を、社会福祉

事業に役立ててほしいと弟子屈町社

会福祉協議会に寄附した。

（2013年８月11日受納）

表彰式の様子
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南
弟
子
屈
の
歴
史
は
１
８
９
０

（
明
治
23
）年
、
更
科
治
郎
氏
が
新
潟

県
か
ら
熊
牛
原
野
に
入
植
し
て
始

ま
り
ま
し
た
。治
郎
氏
は「
原
野
の
詩

人
」と
し
て
知
ら
れ
る
更
科
源
藏
氏

（
23
ペ
ー
ジ
参
照
）の
父
で
す
。

　

教
育
が
始
ま
っ
た
の
は
１
９
０

０（
明
治
33
）年
。加
藤
宗
二
郎
氏
が
、

南
弟
子
屈
に
あ
っ
た
ア
マ（
繊
維
の

原
料
と
な
る
植
物
）の
会
社
の
事
務

所
に
近
所
の
子
ど
も
た
ち
を
集
め

て
、
勉
強
を
教
え
た
の
が
最
初
だ
と

い
い
ま
す
。子
ど
も
た
ち
の
熱
心
な

勉
強
ぶ
り
に
打
た
れ
た
役
場
の
働

き
か
け
に
よ
り
、翌
１
９
０
１（
明
治

34
）年
に
熊
牛
簡
易
教
育
所
と
な
り

ま
し
た
。

　

１
９
０
８（
明
治
41
）年
、
児
童
が

２
人
に
な
っ
た
の
を
受
け
、
熊
牛
簡

易
教
育
所
は
閉
鎖
。
家
庭
の
事
情

が
許
す
子
ど
も
は
弟
子
屈
尋
常
小

学
校
ま
で
通
い
ま
し
た
が
、
道
ら

し
い
道
の
な
い
８
㌔
あ
ま
り
を
通

学
す
る
の
は
大
変
な
苦
労
で
、
断
念

す
る
子
ど
も
も
い
た
そ
う
で
す
。

１
９
１
４（
大
正
３
）年
、
地
域
の
方

た
ち
が
協
力
し
て
弟
子
屈
尋
常
小

学
校
裏
に
寄
宿
舎
を
建
設
。子
ど
も

た
ち
は
自
炊
を
し
な
が
ら
勉
強
に
励

み
ま
し
た
が
、苦
し
い
生
活
の
中
、卒

業
で
き
た
の
は
１
人
だ
け
で
し
た
。

　

１
９
１
８（
大
正
７
）年
、
島
根
県

か
ら
７
戸
が
入
植
。地
域
の
学
齢
児

童
は
一
気
に
19
人
に
達
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
教
授
所
開
設
の
機
運

が
高
ま
り
、
前
述
の
更
科
治
郎
氏
ほ

か
吉
田
忠
吉
氏
、
岡
本
徳
平
氏
、
岩

田
栄
次
郎
氏
、
堀
内
留
次
郎
氏
ら
有

志
が
建
築
委
員
と
な
り
、
１
千
４
３

６
円
の
寄
附
を
募
っ
て
、
現
在
の
南

弟
子
屈
神
社
近
く
に
校
舎
を
建
築
。

翌
１
９
１
９（
大
正
８
）年
５
月
に
校

舎
が
落
成
し
、
同
月
23
日
に
校
舎
落

成
式
と
開
校
式
を
挙
行
。弟
子
屈
尋

常
小
学
校
付
属
熊
牛
原
野
特
別
教

授
所
と
し
て
開
校
し
ま
し
た
。こ
れ

が
、昭
栄
小
学
校
の
前
身
で
す
。

　

開
校
か
ら
10
年
後
の
１
９
２

９（
昭
和
４
）年
４
月
26
日
、
尋
常
小

学
校
に
昇
格
し
ま
す
。こ
れ
を
機
に

校
名
が「
昭
栄
尋
常
小
学
校
」と
な
り

ま
す
。昭
和
と
い
う
時
代
に
栄
え
る

学
校
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
命
名

さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。

　

１
９
４
７（
昭
和
22
）年
に
は
、学
制

改
革
に
よ
り
昭
栄
小
学
校
と
改
称
。

そ
の
後
、
児
童
数
の
増
加
に
伴
い
、

校
舎
の
増
改
築
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

１
９
５
４（
昭
和
29
）年
に
は
、
児
童

数
が
校
史
上
最
大
の
１
３
１
人
を

数
え
、
１
９
５
７（
昭
和
32
）年
に
は

校
舎
を
現
在
地
へ
移
転
新
築
し
ま

地域で生まれ
共に歩み
育まれて96年

昭
栄
の
歴
史
は
南
弟
子
屈
開
拓
の
歴
史

し
た
。１
９
８
０（
昭
和
55
）年
に
は
、

学
校
プ
ー
ル
も
完
成
。１
９
８
４

（
昭
和
59
）年
に
は
町
内
で
初
め
て
一

輪
車
を
導
入
す
る
な
ど
、
教
育
熱
心

な
地
域
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
始

ま
っ
た
昭
栄
小
学
校
の
歴
史
は
、
地

域
と
の
関
わ
り
が
深
い
行
事
や
、
特

色
あ
る
授
業
な
ど
で
、
独
自
の
校
風

と
文
化
を
培
っ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
後
も
幾
度
か
の
改
築
を
重

ね
て
い
た
校
舎
で
す
が
、
１
９
８
７

（
昭
和
62
）年
12
月
に
新
校
舎
が
落

成
。翌
１
９
８
８（
昭
和
63
）年
１
月

に
、
開
校
70
周
年
と
新
校
舎
落
成
を

記
念
し
た
式
典
を
挙
行
し
ま
し
た
。

地
域
と
深
い
関
わ
り
の
あ
る
学
校
に

　

運
動
会
や
文
化
祭
を
学
校
と
地

域
合
同
で
行
っ
た
り
、
地
域
の
方
の

協
力
に
よ
る
収
穫
祭
や
餅
つ
き
な

ど
の
特
別
授
業
を
行
う
な
ど
、
小
規

模
校
な
ら
で
は
の
特
色
あ
る
教
育

が
展
開
さ
れ
て
き
た
昭
栄
小
学
校
。

児
童
一
人
一
人
に
き
め
細
や
か
な

教
育
が
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
も
、

小
規
模
校
の
利
点
で
し
た
。

　

１
９
１
９
年
の
開
校
か
ら
96
年
。

こ
の
間
、
７
０
０
人
を
超
え
る
卒
業

み
ん
な
で
決
め
た
新
た
な
ス
タ
ー
ト

生
が
こ
の
学
び
や
を
巣
立
ち
、
多
方

面
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
児
童
は
５
人
。う
ち
１
人

が
６
年
生
で
、
来
春
に
は
卒
業
を
迎

え
ま
す
。少
子
化
が
進
む
中
、
来
年

度
か
ら
新
入
生
が
見
込
め
な
い
た

め
、
学
校
と
地
域
の
皆
さ
ん
が
検
討

を
重
ね
、
来
年
３
月
の
閉
校
を
決
め

ま
し
た
。

　

来
春
か
ら
児
童
は
、
統
合
さ
れ
る

弟
子
屈
小
学
校
へ
通
い
ま
す
。

ありがとう
ぼくらの学校

昭
栄
小
学
校
が

来
年
の
３
月
末
を
も
っ
て

閉
校
し
ま
す

地
域
の
皆
さ
ん
の
手
に
よ
っ
て

教
育
の
灯
が
と
も
さ
れ

地
域
と
共
に
歩
み

育
ま
れ
て
き
た
学
校
は

２
０
１
５
年
３
月

96
年
の
歴
史
に

静
か
に
幕
を
閉
じ
ま
す

昭栄小学校閉校
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昭
栄
小
学
校（
高
田
孔
平
校
長
・
児

童
５
人
）の
閉
校
式
・
昭
栄
小
感
謝
の

集
い（
町
・
町
教
育
委
員
会
・
昭
栄
小
学

校
閉
校
事
業
協
賛
会
主
催
）が
11
月

16
日
、同
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
に
は
、
在
校
生
と
教
職
員
の
ほ

か
、
卒
業
生
や
地
域
の
方
な
ど
約

１
６
０
人
が
出
席
。思
い
出
の
学
校

の
閉
校
を
惜
し
み
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
開
校
70
周
年
記
念
事
業

以
降
に
在
任
し
た
歴
代
校
長
12
人

に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、
町
教

育
委
員
会
と
同
校
閉
校
事
業
協
賛

会
か
ら
児
童
に
記
念
品
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　

同
校
児
童
５
人
に
よ
る
摩
周
蝦

夷
太
鼓
で
始
ま
っ
た
感
謝
の
集
い

で
は
、
開
校
70
周
年
記
念
事
業
以
降

に
在
任
し
た
歴
代
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
、

特
別
功
労
者
と
し
て
小
澤
商
店
に

感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
弟
子
屈
中

学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
と
、
児

童
に
保
護
者
、
地
域
の
方
も
加
わ
っ

た
摩
周
蝦
夷
太
鼓
。会
場
か
ら
は
惜

し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

思
い
出
の
母
校
に
心
か
ら
の
感
謝
を

「さようなら」は言わない
昭栄小学校は
ぼくらの心にずっとあるから

昭栄オリジナルを誇りに
６年　三田村 優音 君

　昭栄小学校が閉校するという実感

が、まだわきません。

　僕は、昭栄小学校の最後の卒業生に

なります。卒業後、先輩たちはよく、行

事の参加などで学校に帰ってきていて、僕もそれを楽しみに

していましたが、帰る場所がなくなるのはさびしいです。

　この学校には、たくさんの「昭栄オリジナル」がありました。

収穫祭や餅つきなど、昭栄ならではの地域の方とたくさん触

れ合える行事がありました。木工や手芸を教えてもらったり、

ゲートボールや石窯でのピザ作りをさせてもらったこともあ

ります。運動会や文化祭での琴演奏など、地域の方が、僕たち

の頑張りを受け止めてくれました。また、摩周蝦夷太鼓では、

弟子屈の新しい文化を発信できたと思っています。

　いつも地域と一緒の幸せな学校でした。そして僕は、幸せな

児童の一人でした。素晴らしい思い出を「昭栄オリジナル」とし

て誇りに、大切にしていきたいと思います。みんなにも大切に

してほしいと思います。そして大人になったときに、みんなと

「昭栄オリジナル」の話で懐かしむことができたらいいです。

閉校式での在校生あいさつから（一部抜粋・要約）

①間奏に手拍子が入る特徴あ
る校歌を元気に斉唱　②歴代
校長に児童から感謝状が　③
感謝の集いでのアトラクショ
ン・昭栄小学校を卒業した弟
子屈中学校吹奏楽部員がメッ
セージを　④歴代ＰＴＡ会長
と特別功労者に感謝状を贈呈
⑤式典であいさつに立つ高田
校長⑥式典では児童に記念品
が　⑦万感の思いを胸に摩周
蝦夷太鼓を演奏

①

②

③

⑤ ④

⑦ ⑥

ありがとう
ぼくらの学校
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問い合わせ先／役場税務課☎４８２‐２９１４（課直通）

町
税
や
保
険
料
・
水
道
料
・
住
宅
使
用
料
な
ど
の
各
種
使
用
料
の
納
付
は
お
済
み
で
す
か
？

12月は

　滞納は、納税している方と公平性を欠く、決して許されない行為です。町税などの

収入は、町が存続するための貴重な自主財源であり、滞納すると町の財政を圧迫し、

住民サービスに支障を来すことになります。

　住みよいまちづくりのためにも、納期内納付の徹底をお願いします。

　釧路総合振興局と町では、個人住民税の特別徴収を行っていない事業主（給与支払者）の皆さ

んを対象に、平成26年度から順次、特別徴収義務者に指定する取り組みを行っています。

　個人住民税の特別徴収とは、事業主の方が従業員の方に毎月支払う給与から個人住民税を徴

収（天引き）し、従業員の方の代わりに納入していただく制度です。従業員の方にとっては、年12

回に分けて徴収（天引き）されるため、普通徴収で年に４回納付書で納める場合に比べて１回あ

たりの負担額が少なく、納め忘れがなくなるなどのメリットがあります。

　詳しくは、お問い合わせください。

個人住民税の特別徴収を

8

　滞納処分を専門に処理し、町村に代わって徴税につなげるため、釧路・根室管内11町

村（本町を含む）で「釧路・根室広域地方税滞納整理機構」を設立し、積極的な滞納整理を

進めています。

　この組織は、例えば弟子屈町から引き継がれた滞納者が、滞納額全額の一括納付、

または１年以内の短期的な分割納付をしなければ、徹底した財産調査などを行った

上で差し押さえを行い、強制的に徴収します。

　また、引き継がれた滞納者については、徴収のための戸別訪問は行わず、差し押さ

えなどの滞納処分を粛々と進めていきます。この間、弟子屈町役場税務課での納税相

談などはできなくなります。

　このような滞納処分を受けないためにも、同機構への引き継ぎの対象にならない

よう、税の納期内納付や早めの納税相談をお願いします。

【機構が行う滞納処分】

　 ▼給与／勤務先の会社へ給与照会を行い、給与を差し押さえます。

　 ▼敷金・家賃収入／借家の敷金や入居者の家賃を差し押さえます。

　 ▼ �動産／自動車や貴金属、家電製品などを、強制調査（家宅などの捜索）により差し押さえます。

　 ▼不動産／家屋や土地を差し押さえます。

　 ▼生命保険／生命保険を強制的に解約し、解約返戻金を差し押さえます。

　 ▼預貯金／銀行預金や郵便貯金を差し押さえます。

　※これらの処分については、町でも随時実施しています。

－釧路・根室広域地方税滞納整理機構－

　次のとおり、税務課職員を配置して夜間納税窓口を開設します。日中、役場へ来ら

れない方は、ぜひご利用ください。納税相談も受け付けています。

　 ▼開設日／12月24日㈬

　 ▼開設場所／役場庁舎（税務課）・川湯支所

　 ▼開設時間／午後８時まで

　※水道課も同様に開設します。

平成26年度　町税などの納期一覧（12月～３月）

月

12月

１月

２月２月25日㈬

２月２日㈪

12月25日㈭

12月１日㈪

納期限

４期

固定資産税

４期

町道民税

９期

８期

７期

６期

国民健康保険税

５期

４期

介護保険料

９期

８期

７期

６期

後期高齢者保険料

税制改正により来年度から軽自動車税の税率が変更になります

軽自動車税が改正されます
▼平成27年度から税額が引き上げとなる車両

区分 現行 改正後

原動機付自転車

1,000円  2,000円１種 ～50㏄（ミニカーを除く）
1,200円  2,000円２種 50～90㏄
1,600円  2,400円３種 90～125㏄
2,500円  3,700円ミニカー 三輪以上で排気量が50㏄以下のもの
2,400円  3,600円軽二輪 125～250㏄
2,400円  3,600円雪上車 スノーモービルなど

軽自動車

1,600円  2,000円農耕用 農耕用トラクターや農薬散布車などで乗用装置があ
り、最高速度が35㎞/h未満のもの

小型特殊自動車
4,700円  5,900円その他 その他作業用のリフト、ショベルローダーなどで、最

高速度が15㎞/h未満のもの
二輪の小型自動車 4,000円  6,000円小型二輪 250㏄～

▼平成27年４月１日以後に新車新規登録されたもののみが引き上げの対象となる車両

区分 現行 改正後

軽四輪

7,200円 10,800円
乗用

自家用
軽三輪 3,100円  3,900円

5,500円  6,900円営業用
4,000円  5,000円

貨物
自家用

3,000円  3,800円営業用
※平成27年３月31日以前に新車新規登録された車輌については、税額が据え置きとなります。

グリーン化推進のため平成28年度から重課税率が導入されます

▼最初の検査から13年を経過したものが引き上げの対象となる車両

区分 重課後

軽四輪

12,900円
乗用

自家用
軽三輪  4,600円

 8,200円営業用
 6,000円

貨物
自家用

 4,500円営業用

（例）軽四輪 乗用 自家用の場合

最初の検査 税額

平成14年12月以前
～平成27年度 平成28年度～
 7,200円 12,900円

平成27年３月
平成27～39年度 平成40年度～

 7,200円 12,900円

平成27年４月
平成27～40年度 平成41年度～

10,800円 12,900円
※最初の検査とは、車検証に記載されている初度検査年月のことです。

　固定資産税は、毎年１月１日現在（賦課期日）の状況で課税されます。そのため、家屋の取り壊しがあった場合は
翌年度から課税されなくなります。年内に取り壊しを行っていても家屋滅失届の提出がない場合には、固定資産
税を減額できないこともありますので、必ず年内に書類の提出を行ってください。ただし、登記家屋を法務局で滅
失登記した場合には、町への届け出は必要ありません。やむを得ない事情により来庁が困難である場合には、役場
税務課までご連絡ください。
　家屋滅失届は税務課の窓口にあります。届け出の際は印鑑をご持参の上、来庁していただきますようお願いし
ます。

家屋を取り壊した際の届け出

9
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町
で
は
10
月
29
日
、
弟
子
屈
中
学
校
で

弟
子
屈
町
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

訓
練
は
、
早
朝
に
発
生
し
た
弟
子
屈
町

直
下
で
の
震
度
６
弱
の
強
い
揺
れ
に
よ

り
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
停
止
、
道
路
や
橋
が

一
部
崩
壊
し
、
流
通
網
も
一
部
遮
断
さ
れ

た
と
の
想
定
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
町
の
総
合
防
災
訓
練
は
、
１
９
９
７

（
平
成
９
）年
以
来
17
年
ぶ
り
で
す
。こ
れ

ま
で
は
自
治
会
単
位
で
の
避
難
訓
練
や

災
害
図
上
訓
練（
Ｄ
Ｉ
Ｇ
）を
主
に
行
っ
て

き
た
た
め
、
今
回
は
住
民
の
皆
さ
ん
の
避

難
行
動
に
行
政
が
い
か
に
連
携
す
る
か

が
テ
ー
マ
で
し
た
。

　

訓
練
に
は
、
同
校
近
く
の
住
民
の
皆
さ

ん
、
摩
周
丘
幼
稚
園
児
、
弟
子
屈
町
女
性

団
体
協
議
会
、
弟
子
屈
消
防
署
、
弟
子
屈

警
察
署
、
陸
上
自
衛
隊
第
27
普
通
科
連
隊

が
参
加
。

　

ま
た
、
㈱
大
栄
電
業
、
北
海
道
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
協
会
釧
路
支
部
、北
海
道
コ
カ
・
コ
ー
ラ

　

訓
練
終
了
式
で
は
、
災
害
対
策
副
本
部

長
の
吉
備
津
副
町
長
が「
い
ざ
被
災
し
た

時
に
、
住
民
と
行
政
は
何
を
す
べ
き
か
、

防
災
関
係
機
関
と
い
か
に
連
携
す
る
か
、

こ
れ
ら
の『
ノ
ウ
ハ
ウ
』を
し
っ
か
り
蓄
積

す
る
こ
と
が
重
要
。ま
た
、
そ
れ
に
慣
れ

る
こ
と
が
防
災
訓
練
を
行
う
こ
と
の
意

義
。今
後
も
、
訓
練
の
場
所
や
想
定
を
変

　

避
難
者
が
同
校
体
育
館
の
避
難
所
に

到
着
後
、
館
内
で
は
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の

組
み
立
て
体
験
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ

モ
に
よ
る
災
害
用
通
信
機
材
に
つ
い
て

の
説
明
、
自
動
体
外
式
除
細
動
器（
Ａ
Ｅ

Ｄ
）を
使
用
し
た
心
肺
蘇
生
と
救
急
車
に

よ
る
後
送
処
置
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

屋
外
で
は
、
自
衛
隊
給
水
車
か
ら
保
存

水
袋
へ
の
給
水
体
験
を
行
っ
た
ほ
か
、
自

衛
隊
の
炊
事
車
両
と
北
海
道
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

協
会
提
供
の
ハ
イ
カ
ロ
リ
ー
コ
ン
ロ
な

ど
炊
き
出
し
機
材
、
可
搬
式
非
常
用
発
電

　

被
害
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
役
場
建

設
課
職
員
と
自
衛
隊
の
偵
察
部
隊
が
行

動
を
開
始
。

　

避
難
所
勤
務
班
が
、
同
校
の
外
観
と
内

観
を
点
検
し
た
後
、
災
害
対
策
本
部
に

「
避
難
所
と
し
て
開
設
可
能
」と
の
報
告
を

行
い
ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
て
、
災
害
対

ボ
ト
リ
ン
グ
㈱
釧
路
事
業
所
中
標
津
販

売
課
、
王
子
コ
ン
テ
ナ
ー
㈱
釧
路
工
場
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
㈱
北
海
道
東
支
店
釧
路

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ

Ｃ
Ｓ
北
海
道
釧
路
支
店
、
釧
路
開
発
建
設

部
弟
子
屈
道
路
事
務
所
の
皆
さ
ん
に
訓

練
支
援
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
町
議

会
議
員
や
弟
子
屈
町
防
災
会
議
委
員
、
防

災
協
力
機
関
の
方
々
も
出
席
。総
勢
約

２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

10
時
に
訓
練
開
始
式
を
実
施
。災
害
対

策
本
部
長
で
あ
る
德
永
町
長
が「
公
の
機

関
に
よ
る
救
助（
公
助
）は
最
後
の
砦と

り
で

で
あ

る
と
と
も
に
、自
助
・
共
助
・
公
助
の
３
つ

を
有
効
に
機
能
さ
せ
る
こ
と
が
自
治
体

の
重
要
な
役
割
。さ
ま
ざ
ま
な
災
害
を
想

定
し
た
訓
練
を
行
っ
て
、
問
題
点
を
是
正

し
な
が
ら
何
度
も
反
復
訓
練
す
る
こ
と

が
重
要
」と
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
消
防
の
ス
ピ
ー
カ
ー
を
通
じ

て
、
地
震
発
生
を
知
ら
せ
る「
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
」を
鳴
動
し
、訓
練
が
始
ま
り
ま
し
た
。

策
本
部
か
ら「
今
朝
の
地
震
に
よ
り
弟
子

屈
中
学
校
を
は
じ
め
町
内
の
７
カ
所
に

避
難
所
を
開
設
し
た
の
で
、
家
屋
が
危
険

と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
、
近
く
の
避
難
所

に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
」と
の
避
難
勧
告

を
発
令
。

　

ほ
ぼ
同
時
に
、
同
じ
内
容
が
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

ド
コ
モ
・
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
・
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
緊

急
速
報
メ
ー
ル（
エ
リ
ア
メ
ー
ル
）で
、町
内

に
い
る
方
の
全
携
帯
電
話
に
送
ら
れ
ま

し
た
。（
エ
リ
ア
メ
ー
ル
未
設
定
の
携
帯

電
話
に
は
届
き
ま
せ
ん
）

　

主
に
同
校
が
避
難
場
所
と
な
る
美
羅

尾
ヶ
丘
自
治
会
・
湯
の
島
自
治
会
の
住
民

の
方
と
摩
周
丘
幼
稚
園
の
園
児
が
避
難

訓
練
に
参
加
。美
羅
尾
ヶ
丘
自
治
会
か
ら

は
13
人
、
摩
周
丘
幼
稚
園
か
ら
は
42
人
が

徒
歩
で
避
難
し
た
ほ
か
、
美
羅
尾
ヶ
丘
自

治
会
の
18
人
、
湯
の
島
自
治
会
の
16
人
が

自
衛
隊
の
輸
送
支
援
車
両
で
避
難
し
ま

し
た
。併
せ
て
、
弟
子
屈
警
察
署
に
よ
る

経
路
先
導
と
同
校
近
く
で
の
検
問
も
行

い
ま
し
た
。

機
、
災
害
用
簡
易
ト
イ
レ
な
ど
に
つ
い
て

説
明
。

　

弟
子
屈
消
防
署
は
、
倒
壊
家
屋
か
ら
の

被
災
者
救
助
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

訓
練
終
了
式
の
後
、
自
衛
隊
と
北
海

道
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
が
沸
か
し
た
お
湯
を

使
っ
て
、
弟
子
屈
町
女
性
団
体
協
議
会
が

非
常
食
の
炊
き
出
し
を
実
施
。訓
練
参
加

者
に
非
常
食
を
配
り
ま
し
た
。併
せ
て
、

コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
釧
路
事
業
所
中

標
津
販
売
課
が
、
災
害
対
応
型
自
動
販
売

機
で
飲
料
水
を
配
布
し
ま
し
た
。

え
て
実
施
す
る
予
定
な
の
で
、
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」と
総
括
。平
成

26
年
度
の
総
合
防
災
訓
練
が
終
了
し
ま

し
た
。

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
総
務
課
情
報

防
災
係
☎
４
８
２
‐
２
９
１
２（
課
直

通
）ま
で
。

直下型地震を想定し200人が参加

①

①パトカーが自衛隊輸送支援車両を先導　②訓練開始
式であいさつする德永町長　③被災状況を偵察する自
衛隊　④被災者の救援に向かった自衛隊と警察　⑤自
衛隊車両で避難所に到着　⑥段ボールベッドの組み立
てを体験　⑦災害用通信機材についての説明　⑧心肺
蘇生訓練　⑨救急隊への引き継ぎ　⑩簡易トイレも展
示　⑪給水車からの給水体験　⑫炊き出し機材の説明
⑬消防署による救助訓練　⑭避難所に着いた摩周丘幼
稚園児　⑮総括を行う吉備津副町長　⑯災害対応型自
販機の実演　⑰炊き出し訓練で非常食を配布

②

③

④

⑤⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰
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医師・看護師・介護福祉士が不足しています
　町内では、慢性的に医師、看護師、介護福祉士が不足している状況が続いています。
　看護師が不足すると、入院患者を制限しなければならなかったり、診療日数を減らさなければならない（休診）な
ど、十分な医療の提供に支障を来します。
　また、高齢化の進行に伴い、介護を必要とする方も増加傾向にあり、町内の事業所では介護サービスを提供する専
門職（介護福祉士）を確保するのに大変苦労しています。

修学資金貸付制度を利用してみませんか
　町では1992年から、看護師などの確保と、町内の保健医療体制の強化を目的に「医師、看護師等修学資金貸付制度」
を実施しています。
　資格を取得するためには、親元を離れ、大学や専門学校などに進学しなければならず、多額の費用が必要となりま
す。資格取得後、生まれ育った弟子屈で働く方を応援するための制度でもあります。
　貸付金は、資格取得後、町内の医療機関などに一定期間勤務することにより、償還が免除されます。将来、医療福祉
分野で働こうと考えている方は、ぜひ、この制度を活用してください。

多くの先輩が制度を利用 介護福祉士にも適用
　制度はこれまで、44人の方が利用されています。本町出身の方も貸し付けを受けながら大学や看護学校で学び、看
護師資格取得後、町内の病院などに勤務。本町医療の一翼を担っています。
　平成27年度からは新たに、介護福祉士の資格取得のための修学にも適用されます。介護を必要としている方々は増
加の一途をたどっています。専門の知識を習得した若い力が、今の弟子屈には必要です。

【修学資金制度】

▼ �貸付対象者／医師や歯科医師、看護師、准看護師、保健師、助産師、理学療法士、作業療法士、介護福祉士の資格を取
得するために大学や専門学校などに在学している方で、将来、町内の医療福祉機関などに勤務しようとする方

▼ �貸付金額
　医師・歯科医師／月額10万円以内（市町村民税非課税世帯は２万円加算）
　�看護師・保健師・助産師・理学療法士・作業療法士・介護福祉士／月額５万円以内
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（市町村民税非課税世帯は２万円加算）
　�准看護師／月額２万円以内（市町村民税非課税世帯は２万円加算）
　特例貸し付け（在学中に貸し付けを受けなかった方で卒業見込みの方）／60万円以内

▼貸付利子／無利子

▼保証人／原則、町内で独立の生計を営む成年の方２人必要

▼ �償還免除／卒業後１年以内に町内の医療福祉機関などに勤務し、貸付期間プラス12カ月勤務したとき
　　　　　　（特例貸し付けは２年間の勤務で免除）

▼ �償還
　卒業後１年を経過しても町内医療福祉機関などに勤務しないときは、３カ月以内に償還。
　貸し付けの取り消しや、勤務した期間が貸付期間プラス12カ月に満たないで退職したときは、３カ月以内に償還。
　実習などで卒業後すぐに町内医療機関などに勤務できない場合は、２年間の猶予規定があります。

問い合わせ先／役場健康推進課健康推進係☎４８２‐２９３５（課直通）

修学資金の貸し付けを受けて資格を取ったら…

町内の保健医療福祉施設で働きませんか
勤務年数により貸付金の償還免除も

医師・看護師・介護福祉士が不足しています
　町内では、慢性的に医師、看護師、介護福祉士が不足している状況が続いています。
　看護師が不足すると、入院患者を制限しなければならなかったり、診療日数を減らさなければならない（休診）な
ど、十分な医療の提供に支障を来します。
　また、高齢化の進行に伴い、介護を必要とする方も増加傾向にあり、町内の事業所では介護サービスを提供する専
門職（介護福祉士）を確保するのに大変苦労しています。

修学資金貸付制度を利用してみませんか
　町では1992年から、看護師などの確保と、町内の保健医療体制の強化を目的に「医師、看護師等修学資金貸付制度」
を実施しています。
　資格を取得するためには、親元を離れ、大学や専門学校などに進学しなければならず、多額の費用が必要となりま
す。資格取得後、生まれ育った弟子屈で働く方を応援するための制度でもあります。
　貸付金は、資格取得後、町内の医療機関などに一定期間勤務することにより、償還が免除されます。将来、医療福祉
分野で働こうと考えている方は、ぜひ、この制度を活用してください。

多くの先輩が制度を利用 介護福祉士にも適用
　制度はこれまで、44人の方が利用されています。本町出身の方も貸し付けを受けながら大学や看護学校で学び、看
護師資格取得後、町内の病院などに勤務。本町医療の一翼を担っています。
　平成27年度からは新たに、介護福祉士の資格取得のための修学にも適用されます。介護を必要としている方々は増
加の一途をたどっています。専門の知識を習得した若い力が、今の弟子屈には必要です。

【修学資金制度】

▼ �貸付対象者／医師や歯科医師、看護師、准看護師、保健師、助産師、理学療法士、作業療法士、介護福祉士の資格を取
得するために大学や専門学校などに在学している方で、将来、町内の医療福祉機関などに勤務しようとする方

▼ �貸付金額
　医師・歯科医師／月額10万円以内（市町村民税非課税世帯は２万円加算）
　�看護師・保健師・助産師・理学療法士・作業療法士・介護福祉士／月額５万円以内
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（市町村民税非課税世帯は２万円加算）
　�准看護師／月額２万円以内（市町村民税非課税世帯は２万円加算）
　特例貸し付け（在学中に貸し付けを受けなかった方で卒業見込みの方）／60万円以内

▼貸付利子／無利子

▼保証人／原則、町内で独立の生計を営む成年の方２人必要

▼ �償還免除／卒業後１年以内に町内の医療福祉機関などに勤務し、貸付期間プラス12カ月勤務したとき
　　　　　　（特例貸し付けは２年間の勤務で免除）

▼ �償還
　卒業後１年を経過しても町内医療福祉機関などに勤務しないときは、３カ月以内に償還。
　貸し付けの取り消しや、勤務した期間が貸付期間プラス12カ月に満たないで退職したときは、３カ月以内に償還。
　実習などで卒業後すぐに町内医療機関などに勤務できない場合は、２年間の猶予規定があります。
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あなたの大切な一票を決して無駄にしないで

問い合わせ先／町選挙管理委員会事務局☎４８２‐２１９１（内線４４０）
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　農林水産省では、平成27年２月１日現在で、全国一斉に「農林業の国勢調査」とい
われる『2015年農林業センサス』を実施します。この調査は、今後の農林業の政策に
役立てるために５年ごとに実施される、極めて大切な調査です。調査へのご理解と
ご回答をよろしくお願いします。

【調査の概要】
　農林業センサスは「農林業経営体調査」と「農山村地域調査」の２つからなります。

▼ �農林業経営体調査／農家や林家、会社や集落営農など、農林業を営んでいるさま
ざまな経営体の実態を正しく把握するための調査で、全国の農林業を経営して
いる方（農林業経営体）が対象になります。

▼ �農山村地域調査／農山村地域の現状を把握するための調査で、全国の農業集落が対象になります。調査は、集落に
精通されている代表者の方などにお願いします。

【調査の期日】
　平成27年２月１日現在において、調査を行います。

【農林業経営体調査】

▼調査の対象／一定規模以上の農林業経営体のほか、農地・山林を所有している方も対象になります。

▼ �調査の方法／平成26年12月中旬から調査員が農地・山林を所有している方々を訪問して、状況の聞き取り調査を行
います。このうち、過去５年間に農林業を新たに始めた、もしくは以前から営んでいる方に「農林業経営体調査票」
をお配りし、ご記入いただきます。調査票については、調査員が後日、回収に訪問します。

▼ �調査票の管理と情報の保護／農林業センサスは、統計法に基づく基幹統計調査です。調査票に記入していただいた
内容は、定められた目的以外に使うことを法律で禁じていますので、利用目的以外に使用することは絶対にありま
せん。また、統計法では、国や地方公共団体、統計調査員などの調査員関係者が、調査により知り得た情報を他に漏
らしてはならないと義務付けており、反した場合の罰則も定めています。

▼ �結果の利用／農林業・農山村の動向を都道府県、市区町村、さらに地域ごとに明らかにして、これらの課題に対応し
ます。さらに、若者たちが希望を持てるように「チャレンジする農林業経営者」を後押しする施策や「美しく活力あ
る農山村」を創り、次世代に継承する施策の企画・立案に活用されます。

農地・山林を所有している方も対象になります

農林業の国勢調査　2015年 農林業センサス
　農林水産省では、平成27年２月１日現在で、全国一斉に「農林業の国勢調査」とい
われる『2015年農林業センサス』を実施します。この調査は、今後の農林業の政策に
役立てるために５年ごとに実施される、極めて大切な調査です。調査へのご理解と
ご回答をよろしくお願いします。

【調査の概要】
　農林業センサスは「農林業経営体調査」と「農山村地域調査」の２つからなります。

▼ �農林業経営体調査／農家や林家、会社や集落営農など、農林業を営んでいるさま
ざまな経営体の実態を正しく把握するための調査で、全国の農林業を経営して
いる方（農林業経営体）が対象になります。

▼ �農山村地域調査／農山村地域の現状を把握するための調査で、全国の農業集落が対象になります。調査は、集落に
精通されている代表者の方などにお願いします。

【調査の期日】
　平成27年２月１日現在において、調査を行います。

【農林業経営体調査】

▼調査の対象／一定規模以上の農林業経営体のほか、農地・山林を所有している方も対象になります。

▼ �調査の方法／平成26年12月中旬から調査員が農地・山林を所有している方々を訪問して、状況の聞き取り調査を行
います。このうち、過去５年間に農林業を新たに始めた、もしくは以前から営んでいる方に「農林業経営体調査票」
をお配りし、ご記入いただきます。調査票については、調査員が後日、回収に訪問します。

▼ �調査票の管理と情報の保護／農林業センサスは、統計法に基づく基幹統計調査です。調査票に記入していただいた
内容は、定められた目的以外に使うことを法律で禁じていますので、利用目的以外に使用することは絶対にありま
せん。また、統計法では、国や地方公共団体、統計調査員などの調査員関係者が、調査により知り得た情報を他に漏
らしてはならないと義務付けており、反した場合の罰則も定めています。

▼ �結果の利用／農林業・農山村の動向を都道府県、市区町村、さらに地域ごとに明らかにして、これらの課題に対応し
ます。さらに、若者たちが希望を持てるように「チャレンジする農林業経営者」を後押しする施策や「美しく活力あ
る農山村」を創り、次世代に継承する施策の企画・立案に活用されます。

問い合わせ先／役場総務課総務係☎４８２‐２９１２（課直通）

問い合わせ先／川湯中学校☎４８３‐２３３７

地域公開参観日
12月13日㈯　全日公開

▽午前の部（授業）／ 8:40～12:10
▽川湯ばやし演奏／ 13:00～13:20

▽午後の部（授業）／13:25～14:15

川湯中学校 検索

川湯中学校の様子は
ほぼ毎日

ホームページで公開しています
どうぞ、ご覧ください

地域公開参観日の情報もあります

国民健康保険にご加入の方へ

１月から高額療養費制度が変わります

平成27年１月から、70歳未満の方の高額療養費の自己負担限度額が下記のように変更になります。
今までよりも所得要件が細分化され、皆さんの所得に応じて柔軟な医療費の負担軽減が行われるようになります。
70歳以上の方の自己負担限度額に変更はありません。

70歳未満の方の自己負担限度額（平成27年１月から）

区分 所得要件 ３回目まで ４回目以降

ア 所得が901万円を超える
252,600円

＋
医療費が842,000円を超えた場合は、超えた分の1%

140,100円

イ 所得が600万円を超え
901万円以下

167,400円
＋

医療費が558,000円を超えた場合は、超えた分の1%
93,000円

ウ 所得が210万円を超え
600万円以下

80,100円
＋

医療費が267,000円を超えた場合は、超えた分の1%
44,400円

エ 所得が210万円以下
（住民税非課税世帯を除く） 57,600円 44,400円

オ 住民税非課税世帯 35,400円 24,600円
　※１　所得＝総所得金額など�－�基礎控除（33万円）
　※２　過去12カ月以内に、同じ世帯での支給が４回以上あった場合は、４回目以降の限度額が適用されます。

問い合わせ先／役場健康推進課健康保険係☎４８２‐２９３５（課直通）

高額療養費制度とは
　医療費が高額になった際、皆さんの負担が軽くなるように、医療機関の窓口での支払いが自己負担限度額までにな
る制度です（限度額を超えた医療費は国保が負担します）。限度額は、70歳未満の方と70歳以上の方で異なります。

限度額適用認定証の有効期間も変わります
　現在交付している70歳未満の方の認定証は、今回の変更に伴い有効期間が平成26年12月末日までとなっています。
そのため、有効期間が平成27年７月までの新しい認定証を12月中ごろにに郵送します。（申請は必要ありません）

高額療養費の払い戻しの対象となる方には申請書が届きます
　限度額認定証を医療機関の窓口に提示しなかった場合や、同じ月内に複数の病院にかかった場合などで高額療養
費の払い戻しの対象となる方には、役場から申請書を郵送しています。申請書が届くまで、診療月から２～３カ月ほ
どの期間を要しますので、ご了承ください。
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今月の保健師

林　結�花�さん

ス
ト
レ
ス
を
た
め
て
い
ま
せ
ん
か

　

ス
ト
レ
ス
解
消
が
で
き
な
く
な
る

と
、
う
つ
病
な
ど
の
心
の
病
気
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。そ
ん
な
と
き
に
は
、治
療

や
相
談
が
必
要
で
す
。

　

病
院
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
周
り
の

方
の
様
子
が
心
配
な
と
き
に
は
声
掛

け
を
行
う
な
ど
、
で
き
る
こ
と
は
皆
さ

ん
に
も
あ
り
ま
す
。

　

今
月
８
日
に
は
「
自
殺
予
防
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
養
成
講
座
」
を
行
い
ま
す
。

（
17
ペ
ー
ジ
参
照
）一
人
で
も
多
く
の
方

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
元
気
な
弟
子

屈
町
を
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
健
康
推
進

課
健
康
推
進
係
☎
４
８
２
‐
２
９
３

　
５（
課
直
通
）ま
で
。

中
なか

井
い

　紬
つむぎ

 ちゃん 秋
あき

元
もと

　香
か

乃
の

 ちゃん久
く

保
ぼ

　龍
りゅう

ノ
の

介
すけ

 ちゃん 梅
うめ

内
ない

　和
かず

馬
ま

 ちゃん

自殺予防ゲートキーパー養成講座の受講者募集
あなたにも助けられる命があります

　「自殺予防ゲートキーパー」とは、悩んでいる人に気づき、声をかけ、話を聞いて、必要な支援につなげる「見守

る人」のことです。

　身近な人が自ら命を絶つ前に、周りの皆さんにできることがあります。あなたもゲートキーパーの輪に加わり

ませんか？町では、自殺予防ゲートキーパー養成講座を開催します。多くの皆さんの受講をお待ちしています。

▼  申し込み／12月５日㈮までに、電話か電子メールで

申し込みください。

❑ 申し込み・問い合わせ先／役場健康推進課健康推進

係☎４８２‐２９３５（課直通）、メールkenkou@town.

teshikaga.hokkaido.jpまで。

日時／12月８日㈪
　　　　　　　　　　　　　　13時30分～15時30分

場所／町公民館２階講堂
受講料／無料

あ
な
た
を
取
り
巻
く
全
て
が

原
因
に
な
り
得
る

　

ス
ト
レ
ス
と
聞
く
と
、
そ
の
原
因
は

あ
な
た
に
と
っ
て
嫌
な
こ
と
だ
と
思
い

ま
せ
ん
か
。

　

実
は
、
嫌
な
こ
と
だ
け
で
は
な
く
良

い
こ
と
も
含
め
、
仕
事
や
人
間
関
係
な

ど
全
て
の
刺
激
で
、
私
た
ち
の
体
は
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
ま
す
。

弟
子
屈
の
皆
さ
ん
の

ス
ト
レ
ス
の
実
態

　

本
町
の
皆
さ
ん
は
、
ス
ト
レ
ス
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

今
年
度
、
実
施
し
た
町
民
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
次
の
よ
う
な
結
果
が
出
ま
し

た
。

※�

平
成
26
年
５
月　

１
千
人
を
対
象

に
実
施（
回
答
数
３
４
６
）

①
ス
ト
レ
ス
の
原
因（
グ
ラ
フ
１
）

　

男
性
は
仕
事
や
経
済
状
態
、
人
間
関

係
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
人
が
多
く
、

女
性
は
人
間
関
係
や
健
康
問
題
が
多

か
っ
た
で
す
。

②�

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
と
き
に
相
談

す
る
人
の
い
る
割
合（
グ
ラ
フ
２
）

　

男
性
の
約
69
％
、女
性
で
は
78
％
と
、

や
は
り
女
性
の
方
が
多
か
っ
た
で
す
。

③�

ス
ト
レ
ス
に
よ
り
生
活
に
支
障
が

あ
る
人
の
割
合（
グ
ラ
フ
３
）

　

男
性
の
約
26
％
、
女
性
の
約
34
％
の

方
が
、
生
活
に
支
障
が
あ
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

ス
ト
レ
ス
と
う
ま
く

付
き
合
う
た
め
に

①�

安
眠
／
な
か
な
か
寝
付
け
な
い
方

は
就
寝
時
間
に
と
ら
わ
れ
ず「
眠
く

な
っ
た
ら
寝
床
に
つ
く
」と
い
う
こ

と
が
、
ス
ム
ー
ズ
な
入
眠
へ
の
近
道

で
す
。ま
た
、
加
齢
と
と
も
に
必
要

な
睡
眠
時
間
が
減
っ
て
き
ま
す
が
、

適
度
な
睡
眠
時
間
と
は
、
日
中
し
っ

か
り
目
覚
め
て
過
ご
せ
る
か
が
目

安
と
な
り
ま
す
。

②�

食
事
／
ご
飯
を
中
心
と
し
て
主
菜
、

副
菜
の
そ
ろ
っ
た
食
事
を
し
っ
か

り
と
り
ま
し
ょ
う
。

③�

入
浴
／
入
浴
に
よ
り
血
行
が
よ
く

な
り
、
代
謝
が
活
発
に
な
る
た
め
、

心
身
の
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
リ
ラ
ッ
ク

ス
で
き
ま
す
。

④�

趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
／
自
分
が
好
き

な
こ
と
を
し
て
い
る
と
、
そ
れ
だ
け

で
嫌
な
こ
と
を
忘
れ
ら
れ
ま
す
。ま

た
、
体
を
適
度
に
使
う
こ
と
で
ス
ト

レ
ス
に
対
す
る
抵
抗
を
高
め
、
気
分

転
換
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

⑤�

お
し
ゃ
べ
り
や
相
談
／
一
人
で
い

る
と
、
悩
み
が
ま
す
ま
す
大
き
く
な

り
ま
す
。誰
か
に
話
し
て
す
っ
き
り

す
る
こ
と
も
、
ス
ト
レ
ス
解
消
の
一

つ
で
す
。

心
の
病
気
を
防
ぐ
に
は

周
り
の
手
助
け
が
必
要

千
ち

葉
ば

　伸
しん

悟
ご

 ちゃん 佐
さ

々
さ

木
き

 菜
な

々
な

美
み

 ちゃん鈴
すず

木
き

　梨
り

衣
い

沙
さ

 ちゃん 佐
さ

々
さ

木
き

　慶
けい

事
じ

 ちゃん



19 18

児童扶養手当法の一部を改正
12月１日から

公的年金を受給する方が児童扶養手当を受給できる場合も

　これまで、公的年金（遺族年金や老齢年金、労災年金、遺族補償など）を受給する方は児童扶養手当を受給できません
でした。12月から、年金額が児童扶養手当額より低い方は、その差額分の児童扶養手当を受給できるようになります。
　児童扶養手当を受給するためには申請が必要です。詳しくは、下記までお問い合わせください。

【対象となる場合】

▼お子さんを養育している父母などが、低額の老齢年金を受給している場合。

▼父子家庭で、お子さんが低額の遺族厚生年金のみを受給している場合。

▼母子家庭で、離婚後に父が亡くなり、お子さんが低額の遺族厚生年金のみを受給している場合、など。

　　　　〈参考／児童扶養手当の月額〉（平成26年４月～）
　　　　　子ども１人の場合
　　　　　　　全額支給／41,020円・一部支給／41,010～9,680円（所得に応じて決定されます）
　　　　　子ども２人以上の加算額
　　　　　　　２人目／5,000円・３人目以降１人につき／3,000円

　　　��※受給している年金額が手当額よりも低いかどうかは、下記までお問い合わせください。

【支給開始日】

▼ �手当は、申請の翌月から支給開始となります。ただし、これまで公的年金を受給していることにより児童扶養手当
を受給できなかった方のうち、平成26年12月１日に支給要件を満たしている方が、平成27年３月までに申請した場
合は、平成26年12月分の手当から受給できます。

▼平成26年12月～平成27年３月分の手当は、平成27年４月に支払われます。

問い合わせ先／役場福祉こども課児童福祉係☎４８２‐２９２１（課直通）

摩周大橋補修工事に伴い
片側交互通行に

　国道241号摩周大橋の補修工事（北海道
開発局釧路開発建設部弟子屈道路事務所
発注）により、日中は片側交互通行となり
ます。皆さんにはご迷惑をおかけします
が、ご協力をお願いします。

▼工事場所／下の図のとおり

▼工事期間／平成27年２月20日㈮まで

▼作業時間／８時～17時
❑�問い合わせ先／タカオ工業㈱（施工業
者）☎４８６‐７１７６（現場事務所）☎
０１５４１２７１（本社）

　資源ごみの中には、細かく分別してしまうと余計に手間がか

かってしまうものがあります。注意して分別を行えば、効率よく

ごみを出すことができますので、ぜひ覚えましょう！

分別の手間を省きましょう！

問い合わせ先／役場環境生活課環境係☎４８２‐２９３４（課直通）

　普段、何気なく捨てているそのごみ。

きちんと分ければ資源になるかも？

　ごみ袋代がお得になる資源ごみの分

別を覚えて、地球にも家計にも優しくなりましょう！

リサイクルのすすめ

▼缶はリングプルを付けたまま出すことができます！

リングプルを外して捨てる場合は
不燃ごみになります

▼ペットボトルはラベルをはがさずに出すことができます！

ラベルをはがして捨てる場合は
資源ごみ（プラスチック）に

なります

19
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❑路上駐車は除雪の障害
　除雪作業で最も障害になるのが、路上での駐車です。路
上に放置された車のために、除雪車が通れなかったり、除
雪作業ができなかったりすることがあります。

❑歩道などに物を置かない
　歩道や路肩に、陳列品や旗立て用のコンクリート、木材
などを置いておくと、吹きだまりの原因になったり、除雪
の障害にもなったりします。あらかじめ、道路から離れた
場所に移動させてください。

❑除雪車には気をつけて
　除雪車の運転技術者は、安全第一で細心の注意を払って
いますが、作業稼動時は大変危険です。
　特に子どもの行動には目を配り、除雪車に近づけないよ
うにしてください。

❑玄関前の雪は皆さんで
　除雪車が通った後に残される、玄関前などの雪の山。後
始末を考えると、誰もが憂うつになってしまいます。
　除雪車の機能や、広い地域を迅速に回らなければならな
い作業の性格から、どうしても雪を残してしまいます。
　大変ご苦労をおかけしますが、各家庭や事業所で取り除
いてください。

❑道路に雪を捨てないで
　除雪したばかりの道路に、雪を捨てるといった光景を毎
年多く見かけます。この雪が凹凸を作り、交通事故を誘発
する原因にもなりかねませんので、注意してください。

❑消防水利に雪を捨てないで
　「消防水利」と明示されたポールがある場所は、災害など緊
急時の通り道になりますので、雪を捨てないでください。

町道除雪についての問い合わせ先／役場建設課☎４８２‐２９４１（課直通）
道道除雪についての問い合わせ先／釧路建設管理部弟子屈出張所☎４８２‐２１４７

　これから降雪シーズンを迎え、今年もまた厳しい冬に突入です。
　町では、皆さんの生活や生産活動を支えるために除雪作業を行いますが、皆さんのご協力を得て、除雪作業
をスムーズに進めることが経費抑制の上でも必要不可欠となってきますので、ご理解とご協力をお願いします。

　除雪作業の出動は、降雪量がおおむね10㎝以上、または地吹雪、吹きだまり
で交通に支障があると判断されたときに、主要幹線および通学路、集乳路線を
優先的に行います。
　「吹雪、暴風雪警報発令中、および夜間」の除雪は、原則的には行いません。

※入園対象／０〜５歳児（平成27年４月１日現在）

▼ �申請書類配布・受付場所／役場福祉こども課児童福祉係、おひさま保育園、川湯保育園

▼ �保育料／平成26年度分町民税額により決定。

▼ �入所基準／保護者いずれも（保護者と同居していない場合には児童の面倒を見ている方）が、次のいずれかの事
情にある場合。
　①仕事をしている。（フルタイム、パートタイム、居宅内の労働など、基本的に全ての就労を含む）
　　※フルタイムかパートタイムかによって「保育標準時間利用」と「保育短時間利用」に区分されます。
　�②母親が妊娠中であるか、出産後間もない。
　③�病気や負傷をしている、または心身に障がいがある。
　�④同居、または長期入院している親族の介護や看護を行っている。
　�⑤�震災や風水害、火災などの被害を受け、住居を失ったり破損したりして、復旧中である。
　�⑥�求職活動（起業準備を含む）をしている、または就学（職業訓練校などでの職業訓練を含む）している。
　⑦児童の家庭で、ドメスティックバイオレンスや虐待の恐れがある。
　⑧育児休業取得中に、既に保育を利用している児童がいて、継続利用が必要である。
　⑨その他、上記に類する状態にあると町長が認めた場合。
❑�問い合わせ先／役場福祉こども課児童福祉係☎４８２‐２９２１（課直通）、おひさま保育園☎４８２‐２４４４
または☎４８２‐１０８７、川湯保育園☎４８３‐２５３７まで。

おひさま保育園
川湯保育園

泉１丁目11番１号

川湯温泉４丁目３番１号
120人

名　前 所　在　地 定員

45人

　役場福祉こども課では、平成27年度に保育園入園を

希望される児童の申し込みを受け付けています。

❑受付期間／12月30日㈫まで
※�受付期間終了後に入園を希望される場合は、ご相談くださ
い。また、平成27年度、出産後に入園の予定がある方は、事
前にお知らせください。

各保育園の定員

保育園の入園を受け付けます!!
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新 刊 案 内
「
世
界
の
図
書
館
」ジ

ェ
ー
ム
ズ
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
／
著

「
鮭
の
歴
史
」

ニ
コ
ラ
ー
ス
・
ミ
ン
ク
／
著

「
目
を
温
め
れ
ば
視
力
は
良
く
な
る
！
」

中
川　

和
宏
／
著

「
３
時
間
で
編
め
る
帽
子
と
あ
わ
せ
小
物
」

辰
巳
出
版
／
編

「�

ま
っ
ち
ん
の
か
ん
た
ん
焼
き
お
や
つ
」

町
野　

仁
英
／
著

「�

絵
手
紙
の
年
賀
状
・
２
０
１
５
年
版
」

絵
手
紙
い
ず
み
の
会
／
編

「
冬
の
薔
薇
立
ち
向
か
う
こ
と
を
恐
れ
ず
に
」

小
林　
　

凛
／
著

「
に
じ
い
ろ
ガ
ー
デ
ン
」

小
川　
　

糸
／
著

「�

ゴ
ー
ス
ト
・
ス
ナ
イ
パ
ー
」

ジ
ェ
フ
リ
ー
・
デ
ィ
ー
ヴ
ァ
ー
／
著

「
ラ
イ
オ
ン
の
ひ
み
つ
」

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ワ
イ
ル
ド
／
文

た
く
さ
ん
の
新
刊
が
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

「 その峰を越えるか、
とどまるか…」
　幻のオオカミ探し
に人生を賭けた、仮釈
放中の男。父の遺志を
継いで再出発した山岳
写真家。彼らの真摯（し
んし）な魂が触れ合う
とき、奇跡が起こった。
　舞台は厳冬の大雪
山。大自然の豊穣（ほう
じょう）たる魂を高ら
かにうたう本格山岳
小説！

お
す
す
め
の
新
刊

笹本　稜平／著

☆ 

特
集
展
示

　『
掃
除
、整
頓
、始
め
ま
せ
ん
か
！
』

　

年
末
が
近
づ
く
と
、考
え
始
め
る
の
が「
大

掃
除
」。掃
除
・
整
理
整
頓
の
参
考
に
な
る
本

を
集
め
ま
し
た
。ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼�

期
間
／
12
月
２
日
㈫
～
12
月
30
日
㈫

▼
場
所
／
特
集
展
示
コ
ー
ナ
ー

☆
貸
出
冊
数
２
倍
フ
ェ
ア

　

年
末
年
始
の
お
休
み
前
に
、
た
く
さ
ん
の

本
を
借
り
た
い
！
と
い
う
方
の
た
め
に
、
期

間
中
、
貸
出
冊
数
を
通
常
の
10
冊
か
ら
20
冊

へ
拡
大
し
ま
す
！（
貸
出
期
間
は
通
常
通
り

２
週
間
で
す
）

▼�

期
間
／
12
月
16
日
㈫
～
12
月
30
日
㈫

☆
年
末
年
始
の
休
館
日

　

12
月
31
日
㈬
～
１
月
５
日
㈪
休
館
で
す
。

　

休
館
中
、
本
の
返
却
は
図
書
館
玄
関
横
の

ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

新
年
は
１
月
６
日
㈫
か
ら
開
館
し
ま
す
。

▼
今
月
の
休
館
日

　

１
日
㈪
・
８
日
㈪
・
15
日
㈪
・
22
日
㈪
・
23

日
㈫（
天
皇
誕
生
日
）・
29
日
㈪
・
31
日
㈬

中央２丁目４番１号

☎（よいほんいろいろ
4 4 4 4
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現
在
、
31
の

国
立
公
園
を
抱

え
る
日
本
で
す

が
、
そ
の
歴
史

は
指
定
場
所
の

選
定
が
始
ま
っ

た
１
９
２
１（
大

正
10
）年
に
ま

で
さ
か
の
ぼ
り

ま
す
。公
表
は
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、

原
始
的
な
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
山
岳

風
景
、
温
泉
や
湖
水
、
施
設
が
建
て
ら

れ
る
平
坦
地
の
存
在
と
い
っ
た
評
価

基
準
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

阿
寒
湖

周
辺
は
初

期
段
階
か

ら
候
補
地

に
挙
が
っ

て
い
た
よ

う
で
す
が
、

摩
周
湖
第

～川湯の森から～

１
展
望
台
へ
の
道
路
開
通
、
阿
寒
横

断
道
路
完
成
、
釧
網
本
線
全
線
開
通

と
い
っ
た
交
通
網
の
整
備
も
後
押
し

に
な
り
ま
し
た
。事
前
に
調
査
会
委

員
一
行
が
訪
れ
た
と
き
の
様
子
を
、

地
元
の
新
聞
社
は「
絶
景
大
い
に
気
に

入
っ
た
模
様
」と
伝
え
て
い
ま
す
。そ

し
て
１
９
３
４（
昭
和
９
）年
、
第
１

期
と
し
て
川
湯
か
ら
阿
寒
に
ま
た
が

る
エ
リ
ア
が「
阿
寒
国
立
公
園
」と
し
て

指
定
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
立
公
園
業
務
を
停
止
せ
ざ
る
を

得
な
い
戦
争
期
を
乗
り
越
え
、
１
年

の
う
ち
の
半
分
は
雪
に
閉
ざ
さ
れ
る

と
い
う
難
条
件
を
打
ち
破
り
、
歩
み

を
進
め
て
き
た
阿
寒
国
立
公
園
。こ

れ
か
ら
も
、
後
世
ま
で
残
す
べ
き
自

然
環
境
を
守
り
続
け
て
い
く
…
。身

近
に
国
立
公
園
と
接
し
て
い
る
住
民

と
し
て
、
12
月
４
日
は
そ
ん
な
思
い

を
新
た
に
す
る
１
日
に
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

12月４日 阿寒国立公園指定から80年！

国立公園指定祝賀パレード（1934年12月16日）
「�国立公園指定50周年記念��目で見る阿寒国
立公園史」より）

２階ギャラリー
工芸作品展「磯里博巳の世界」

開催中！

　12月の２階ギャラリーでは、阿

寒国立公園指定80周年を記念し

て、屈斜路コタン在住の工芸作家・

磯里博巳さんの作品展が行われ

ています。

　物心ついたころから、両親がな

りわいとする木彫りを傍らで見

て真似ていたという磯里さん。素

材をエゾシカの角やガラス玉へ

と広げながら、屈斜路湖の空気と

アイヌ文様を絡ませた作品を生

み出しています。今回はレリーフ

や彫像、アクセサリーなどが並び

ます。ぜひ、ご覧ください。

繊
細
な
作
品
を
見
に
来
ま
せ
ん
か

　

日
本
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
界
の
第
一

人
者
で
東
京
音
楽
大
学
の
学
長
を
務
め

た
伊
福
部
昭
は
、１
９
１
４（
大
正
３
）年
、

釧
路
で
生
ま
れ
ま
し
た
。今
年
２
０
１

４
年
は
生
誕
１
０
０
年
と
い
う
こ
と
で
、

各
地
で
お
祝
い
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か

れ
て
い
ま
す
。

　
「
原
野
紀
行
」第
９
号
で
伊
福
部
を
紹
介

し
て
い
ま
す
が
、
更
科
と
伊
福
部
は

１
９
４
０（
昭
和
15
）年
、更
科
が
札
幌
へ

転
出
し
た
こ
ろ
に
出
会
っ
て
い
ま
す
。

　

伊
福
部
は
、
更
科
が
１
９
４
３（
昭
和

18
）年
に
刊
行
し
た『
凍
原
の
歌
』か
ら
、４

つ
の
歌
曲
を
作
曲
し
て
い
ま
す
。

　
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
海
」１
９
５
８

　
「
シ
レ
ト
コ
半
島
の
漁
夫
の
歌
」

１
９
６
０

　
「
摩
周
湖
」１
９
９
２

　
「
蒼
鷺
」２
０
０
０（

数
字
は
初
演
の
年
）

　

伊
福
部
は
、
更
科
と
出
会
っ
て
か
ら

最
後
の
歌
曲
を
書
き
上
げ
る
ま
で
、
50

数
年
の
歳
月
を
か
け
て
い
る
の
で
す
。

更
科
の
詩
集
か
ら
歌
曲
を
作
る
約
束
を

果
た
し
た
伊
福
部
。二
人
の
友
情
と
は

ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

２
０
１
４
年
は
更
科
源
藏
生
誕
１
１

０
年
の
年
で
も
あ
り
、
そ
の
記
念
の
９

月
、
４
つ
の
歌
曲
が
更
科
源
藏
文
学
資

料
館
に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。詩
人
・
木

部
与
巴
仁
氏
の
企
画
で
実
現
し
た
の
で

す
。出
演
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

　

バ
リ
ト
ン
／
根
岸
一
郎

　

ピ
ア
ノ
／
八
木
智
恵
子
・
河
内
春
香

　

ヴ
ィ
オ
ラ
／
神
山
和
歌
子

　

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
／
戸
塚
ふ
み
子

　

コ
ン
ト
ラ
バ
ス
／
中
村
杏
葉

　

フ
ァ
ゴ
ッ
ト
／
岡
田
志
保

　

オ
ー
ボ
エ
／
三
浦
舞

　

詩
唱
と
語
り
／
木
部
与
巴
仁

　

木
部
氏
と
筆
者
の
出
会
い
は
、
伊
福

部
が
没
し
た
２
０
０
６
年
。東
京
で
の

追
悼
コ
ン
サ
ー
ト
の
と
き
で
し
た
。木

部
氏
と
伊
福
部
の
弟
子
の
皆
さ
ん
と
会

っ
た
と
き
、
い
つ
か
は
更
科
の
生
地
で

伊
福
部
と
更
科
の
歌
曲
を
演
奏
し
た
い

と
の
話
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
十
数
人

の
メ
ン
バ
ー
を
弟
子
屈
に
お
呼
び
し
て

の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
予
算
の
こ
と
を
考

え
る
と
と
て
も
実
現
で
き
る
と
は
思
っ

て
も
い
な
か
っ
た
の
で
す
。し
か
し
、
演

奏
家
た
ち
へ
の
木
部
氏
の
熱
心
な
働
き

か
け
と
、
音
楽
家
た
ち
の
伊
福
部
作
品

演
奏
へ
の
心
意
気
と
理
解
が
あ
っ
て
、

コ
ン
サ
ー
ト
が
開
く
こ
と
が
で
き
た
の

で
し
た
。

　

二
人
の
ふ
る
さ
と
道
東
で
、
４
つ
の

歌
曲
が
初
め
て
演
奏
さ
れ
た
こ
と
を
、

更
科
も
伊
福
部
も
喜
ん
で
く
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

　

当
日
、
会
場
で
、
二
人
の
友
情
の
証
し

で
あ
る
歌
曲
を
お
聴
き
く
だ
さ
っ
た
大

勢
の
方
々
に
感
謝
し
ま
す
。

※�

更
科
源
藏
資
料
紹
介『
原
野
紀
行
』は
、今
回
で
終

了
し
ま
す
。

更科源藏生誕110年・伊福部昭生誕100年

「摩周湖の歌」コンサート

●更科源藏資料紹介

第
116
回

原

野

紀

行

更科源藏（さらしなげんぞう）
●1904（明治37）年、弟子屈
町熊牛原野（南弟子屈）に生
まれ、1985（昭和60）年に81
歳で逝去。東京麻布獣医学
校を中退した後、尾崎喜
八、高村光太郎に師事し、
詩作を中心に郷土史、アイ
ヌ文化研究など主に文学
活動を続けた。
▶�弟子屈町で所蔵してい
るさまざまな資料を紹
介する。

著書の検印などに使
っていた自作のエゾ
シカ印

1958（昭和33）年�東京の伊福部宅で�更科（左）と伊福部

９月28日に更科源藏文学資料館で行われた摩周湖の歌コンサート
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公
民
館
サ
ー
ク
ル
参

加
者
に
よ
る
、
ク
リ
ス

マ
ス
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は「
無
理
の
な

い
ギ
タ
ー
会
」「
リ
コ
ー
ダ
ー
を

楽
し
む
会
」の
皆
さ
ん
に
よ
る
楽

器
演
奏
で
す
。お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼�

日
時
／
12
月
20
日
㈯　

13
時

30
分
〜

▼
場
所
／
町
公
民
館
講
堂

❑ 
問
い
合
わ
せ
先
／
町
公
民
館

　

�
学
習
推
進
係
☎
４
８
２
‐
２
３

　

４
０
ま
で
。

　

11
月
５
日

〜
９
日
、
釧

根「
絵
手
紙
」

移
動
展
が
開

催
さ
れ
ま
し

た
。
色
鮮
や

か
な
花
や
、

か
わ
い
ら
し

い
魚
、
動
物

な
ど
、
13
市

町
村
の
絵
手
紙
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
に

よ
る
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。一
枚
一

枚
心
が
込
め
ら
れ
た
絵
葉
書
が
、
訪
れ
た

方
を
癒
し
て
く
れ
た
よ
う
で
す
。

　

11
月
11
日
〜
20
日
に
は「
旧
和
琴
博
物

館
資
料
展
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。１
９
９

２
年
に
閉
館
と
な
っ
た
和
琴
博
物
館
に

展
示
さ
れ
て
い
た
収
蔵
品
の
う
ち
、
鳥
の

仮
は
く
製
や
絶
滅
し
た
カ
ワ
ウ
ソ
、
昆
虫

の
標
本
約
４
０
０
点
を
展
示
。訪
れ
た
方

は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
真
剣
に
見
学

し
て
い
た

ほ
か
、
町

内
の
方
か

ら
は「
懐

か
し
い
」

「
何
度
か

和
琴
博
物

館
に
行
っ

た
こ
と
が

あ
る
」
な

ど
の
声
が

聞
か
れ
ま

し
た
。

　

弟
子
屈
学
級
で
は
11
月

14
日「
福
祉
に
つ
い
て
学
ぼ

う
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
学
習

会
を
町
公
民
館
で
開
催
。講

師
は
役
場
福
祉
こ
ど
も
課

の
課
長
・
松
岡
尚
之
さ
ん
、同

課
社
会
福
祉
係
長
の
江
口

将
之
さ
ん
。町
の
助
成
制
度

や
さ
ま
ざ
ま
な
高
齢
者
事

業
サ
ー
ビ
ス
、
現
在
、
建
築
中
の
養
護
老

人
ホ
ー
ム
倖
和
園
・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
摩
周
の
施
設
概
要
な
ど
、
生
活
に
関
わ

る
こ
と
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

川
湯
学
級
で
は
11
月
21
日「
健
康
に
つ

い
て
学
ぼ
う
！
」と
題
し
た
学
習
会
を
川

湯
ふ
る
さ
と
館
で
行
い
ま
し
た
。役
場
健

康
推
進
課
健
康
推
進
係
の
保
健
師
・
岡
田

彩
子
さ
ん
、
長
町
理
乃
さ
ん
の
指
導
で
身

　

11
月
13
日
か

ら
弟
子
屈
高

校
・
公
民
館
連

携
講
座
を
開
講

し
て
い
ま
す
。

　

１
回
目
の「
親

子
で
わ
く
わ
く

実
験
教
室
」に
は

11
人
が
参
加
。同
校
の
先
生
の
指
導
の
も

と
、
熱
気
球
を
飛
ば
し
た
り
、
自
力
で
発

電
し
た
り
と
、
子
ど
も
も
大
人
も
楽
し
み

な
が
ら
物
理
の
知
識
を
深
め
ま
し
た
。

　

弟
子
屈
町
生
涯
学
習
講
演
会
11
月
２

日
、
摩
周
観
光
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。（
釧
路
管
内
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

研
究
大
会
と
同
時
開
催
）

　

講
師
は
、
弁
護
士
で
元
東
京
地
検
特
捜

部
長
の
五
十
嵐
紀
男
氏
。幼
い
こ
ろ
は
野

球
少
年
だ
っ
た
五
十
嵐
氏
が
、
野
球
を
続

け
る
こ
と
を
諦
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
り
、
そ
こ
か
ら
ど
う
し
て
東
京
地
検
特

捜
部
長
に
な
っ
た
の
か
と
い
っ
た
経
緯
。

ま
た
、
特
捜
部
長
と
し
て
数
々
の
難
事
件

を
解
決
に
導
い
て
き
た
経
験
な
ど
に
つ

い
て
語
り
、
会
場
の
皆
さ
ん
は
熱
心
に
聴

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
心
に
正
義　

武
器
は
法
律
」と
い
う
言

葉
が
印
象
的
で
し
た
。

　

平
成
27
年
成
人
式
は
、
平
成
６
年
４
月

２
日
〜
平
成
７
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ

た
方
が
対
象
で
す
。

　

転
出
な
ど
に
よ
り
町
内
に
住
民
登
録

が
な
い
方
で
、
弟
子
屈
町
の
成
人
式
に
出

席
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
町
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
☎

４
８
２
‐
２
９
４
８（
課
直
通
）ま
で
、ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

▼�

日
時
／
１
月
11
日
㈰　

14
時
〜
受
け

付
け
、14
時
30
分
〜
式
典

▼
会
場
／
摩
周
観
光
文
化
セ
ン
タ
ー

成
人
式
を
開
催
し
ま
す

「生きがい講座」で
学んでいます

町
民
大
学
校

「
弟
子
屈
高
校
・
公
民
館
連
携
講
座
」

開
講
中
で
す

公民館ロビー展

目にも楽しい絵手紙の数々 24

体
測
定
を
行
っ

た
ほ
か
、
健
康

維
持
や
病
気
の

予
防
方
法
な
ど

に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

▼�

12
月
の
生
き

が
い
講
座

　
「
体
験
を
通

し
て
食
文
化

を
知
ろ
う
」を

テ
ー
マ
に
、
川

湯
ふ
る
さ
と
館

で
料
理
教
室

（
ロ
ー
ル
ケ
ー

キ
作
り
）

�

弟
子
屈
学
級
／
12
月
９
日
㈫

�

川
湯
学
級
／
12
月
12
日
㈮

11月のいきがい講座の様子（右・弟子屈学級／左・川湯学級）

無事に飛んだ手作りの気球に歓声

　

松
下
浩
二
さ

ん（
ヤ
マ
ト
卓
球

㈱
代
表
取
締
役
）

の
講
演
会
と
卓

球
教
室（
弟
子
屈

ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
主
催
）が
11

月
16
日
、
摩
周

観
光
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ

れ
、町
内
外
か
ら

１
０
７
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

松
下
氏
は
、全

日
本
選
手
権
大

会
で
４
回
の
優

勝
、オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
も
４
大
会

出
場
な
ど
輝
か
し
い
成
績
を
収
め
た
方
。

こ
れ
ら
の
経
験
か
ら
生
ま
れ
た
、
卓
球
へ

の
考
え
方
や
練
習
方
法
な
ど
を
指
導
し

ま
し
た
。

　

最
後
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ッ
チ
で
は
、
小

学
生
か
ら
大
人
ま
で
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選

手
に
挑
戦
。心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

松下浩二さんを招いて講演会・卓球教室

　

町
営
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
場

は
、
12
月
25
日
㈭
オ
ー
プ
ン
予

定
で
す
。

　

気
象
状
況
に
よ
り
、
オ
ー
プ

ン
日
が
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
前
に
あ

ら
か
じ
め
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
町
教
育
委

　

�

員
会
社
会
教
育
課
体
育
振
興

　

�

係
☎
４
８
２
‐
２
９
４
８（
課
直
通
）ま

で
。

�

各
地
域
で
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

　

町
教
育
委
員
会
・
弟
子
屈
町
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
協
議
会
主
催
の
地
域
巡
回
ス

ポ
ー
ツ
教
室
が
、５
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
指

導
の
下
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
挑
戦
。３

世
代
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
世
代
間
の
交

流
を
図
り
、
普
段
親
し
む
こ
と
の
少
な
い

ミ
ニ
テ
ニ
ス
や
キ
ン
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

■�

弟
子
屈
町
民
卓
球
大
会
兼
第
17
回
会

長
杯
争
奪
ク
ラ
ブ
対
抗
親
睦
大
会

　

弟
子
屈
町
卓
球
協
会（
木
暮
敏
男
会
長
）

主
催
の
平
成
26
年
度
町
民
卓
球
大
会
兼

第
17
回
会
長
杯
争
奪
ク
ラ
ブ
対
抗
親
睦

大
会
が
11
月
16
日
、
摩
周
観
光
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
近
隣
市
町
村
か
ら
20

チ
ー
ム
70
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

▼
主
催
／
町
教
育
委
員
会

▼�

日
時
／
１
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰
の
２
日

間
、い
ず
れ
も
10
時
〜
11
時
50
分

▼�

場
所
／
町
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
場

▼
講
師
／
守
屋
結
香
さ
ん　

ほ
か

▼
参
加
料
／
無
料

▼�

申
し
込
み
締
め
切
り
／
１
月
７
日
㈬

❑ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
町
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課
体
育
振
興
係
☎

４
８
２
‐
２
９
４
８（
課
直
通
）ま
で
。

スケート教室開催

経験を交え講演を行う松下さん

昨年のスケート教室の様子

五
十
嵐
弁
護
士
が
生
涯
学
習
講
演
会

旧和琴博物館に展示されていた珍しい収蔵品

松下さんに挑戦

■�

第
３
回
弟
子
屈
町
民
ミ
ニ
テ
ニ
ス

大
会

　

摩
周
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ（
青
木
貴
代
美
会

長
）主
催
の
３
回
弟
子
屈
町

民
ミ
ニ
テ
ニ
ス
大
会
が
10

月
12
日
、
摩
周
観
光
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、釧
路
・
根
室
・
帯
広
管
内
か
ら

76
人
が
参
加
。熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

スケート場情報

■�

管
内
大
会
結

果（
敬
称
略
）

▼�

第
37
回
浜
中

町
長
杯
少
年

野
球
大
会（
10

月
13
日
浜
中

町
）摩
周
ジ
ャ

ガ
ー
ズ
準
優

勝
■
全
道
大
会
結
果（
敬
称
略
）

▼�

第
30
回
北
海
道
高
等
学
校
新
人
陸
上

　

�

競
技
大
会（
９
月
24
日
か
ら
旭
川
市
）

▽
濱
岡
浩
平（
弟
子
屈
高
校
２
年
）男
子

　

�

４
０
０
㍍
ハ
ー
ド
ル
準
決
勝
敗
退
、

４
０
０
㍍
予
選
敗
退
▽
西
田
健
修（
同
）

男
子
砲
丸
投
げ
優
勝
、
男
子
１
１
０

㍍
ハ
ー
ド
ル
予
選
敗
退
▽
中
島
知
明

（
同
）男
子
１
０
０
㍍
準
決
勝
敗
退
、
男

子
や
り
投
げ
予
選
敗
退
▽
土
佐
大
樹

　

�（
同
）男
子
１
０
０
㍍
、
２
０
０
㍍
予
選

み
ん
な
の
活
躍
を
紹
介

敗
退
▽
沢
崎
晃
輔（
同
）男
子
棒
高
跳
び

予
選
敗
退
▽
男
子
４
×
１
０
０
㍍
リ

レ
ー
準
決
勝
敗
退
▽
男
子
４
×
４
０

　

�

０
㍍
リ
レ
ー
29
位
▽
中
谷
つ
か
さ（
同
）

女
子
棒
高
跳
び
７
位
、
女
子
４
０
０

㍍
ハ
ー
ド
ル
予
選
敗
退
▽
野
下
ち
は

る（
同
１
年
）女
子
円
盤
投
げ
予
選
敗

退
、や
り
投
げ
７
位
、ハ
ン
マ
ー
投
げ

11
位
▽
西
田
千
種（
同
）砲
丸
投
げ
予
選

敗
退
、１
０
０
㍍
ハ
ー
ド
ル
予
選
敗
退

▼�

第
36
回
北
海
道
高
等
学
校
秋
季
テ
ニ

ス
大
会（
10
月
６
日
か
ら
帯
広
市
）▽
上

　

�

西
大
地（
弟
子
屈
高
校
２
年
）・
星
川
海

斗（
同
１
年
）男
子
ダ
ブ
ル
ス
１
回
戦
敗

退
▽
辻
早
織（
同
２
年
）・
杉
山
明
日
香

（
同
）女
子
ダ
ブ
ル
ス
３
回
戦
敗
退
▽

藤
江
弥
生（
同
２
年
）・
大
浦
綾
花（
同
１

年
）女
子
ダ
ブ
ル
ス
１
回
戦
敗
退
▽
藤

江
弥
生（
同
２
年
）女
子
シ
ン
グ
ル
ス
２

　

�

回
戦
敗
退
▽
辻
早
織（
同
）女
子
シ
ン

グ
ル
ス
１
回
戦
敗
退
▽
杉
山
明
日
香

（
同
）女
子
シ
ン
グ
ル
ス
１
回
戦
敗
退

▽
女
子
団
体
１
回
戦
敗
退

準優勝した摩周ジャガーズの皆さん
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和
琴
小
学
校
（
森
敏
隆
校
長
）

で
11
月
１
日
、
防
災
グ
ル
メ
を

学
ぶ
土
曜
授
業
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

同
校
は
今
年
度
、
文
部
科
学

省
の
研
究
指
定
を
受
け
、
年
10

回
の
土
曜
授
業
推
進
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。今
回
は
、北
海
道

教
育
委
員
会
が
行
う「
子
ど
も

の
心
に
響
く
道
徳
教
育
推
進
事

業（
道
徳
教
育
特
別
非
常
勤
講
師

派
遣
事
業
）」の
採
択
を
受
け
、フ

ー
ド
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で
北
海
道
食
育
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
貫
田
桂
一
さ
ん（
札
幌
市

在
住
）を
講
師
に
迎
え
、防
災
グ
ル
メ
に
関

す
る
授
業
と
調
理
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

貫
田
さ
ん
は「
防
災
グ
ル
メ
と
は
、非
常

時
に
地
元
に
あ
る
食
材
だ
け
で
子
ど
も
た

ち
で
も
簡
単
に
作
る
こ
と
が
で
き
、
地
域

の
人
た
ち
が
仲
良
く
な
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
の

こ
と
」と
説
明
。「『
食
』と
い
う
字
は
、人
を

良
く
す
る
と
書
く
」な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
漢

字
の
成
り
立
ち
も
交
え
な
が
ら
、
体
に
良

い
食
材
選
び
や
食
事
の
マ
ナ
ー
、
作
っ
て

く
れ
た
人
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
に
な
ど
の

食
育
授
業
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、摩
周
小
麦
と
摩
周
ポ
ー
ク
、弟

子
屈
産
の
野
菜
を
使
っ
た「
屈
斜
路
パ
ン

ケ
ー
キ
」、地
元
産
牛
乳
と
野
菜
を
使
っ
た

ス
ー
プ
、
地
元
産
カ
ボ
チ
ャ
の
蒸
し
煮
作

り
に
挑
戦
。貫
田
さ
ん
の
調
理
テ
ク
ニ
ッ

ク
に
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
、
保
護
者
も
交

え
て
楽
し
く
調
理
を
行
い
、
み
ん
な
で
お

い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

貫田さんから防災グルメ学ぶ
和琴小学校で土曜授業推進事業

好評だったえこパスポート
３カ月にわたる環境にやさしい観光交通運行が終了

　

弟
子
屈
町
地
域
公
共
交

通
活
性
化
協
議
会（
会
長
・
德

永
町
長
）が
行
う「
弟
子
屈
え

こ
パ
ス
ポ
ー
ト
」事
業
が
終

了
し
ま
し
た
。

　

事
業
は
、
８
月
１
日
～
10

月
26
日
の
87
日
間
に
わ
た

っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。え
こ

パ
ス
ポ
ー
ト
は
、
町
内
バ
ス

が
２
～
７
日
間
乗
り
放
題

と
い
う
も
の
。車
を
離
れ
公

共
交
通
機
関
を
利
用
し
た

環
境
に
優
し
い
旅
と
、
チ
ケ

ッ
ト
の
有
効
期
間
乗
り
放

題
に
す
る
こ
と
で
滞
在
型
の
観
光
を
提

案
す
る
こ
と
が
目
的
で
、
購
入
者
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
特
典
も
用
意
さ
れ
ま
し
た
。ま

た
、
通
常
の
料
金
よ
り
格
安
で
バ
ス
が
利

用
で
き
、
地
元
観
光
の
再
発
見
や
小
旅
行

を
提
案
す
る「
町
民
限
定
パ
ス
ポ
ー
ト
」も

販
売
さ
れ
、好
評
を
得
ま
し
た
。

　

え
こ
パ
ス
ポ
ー
ト

は
個
人
観
光
客
の
皆

さ
ん
を
中
心
に
非
常

に
好
評
で
、１
日
22
枚

ペ
ー
ス
、ト
ー
タ
ル
で

１
千
９
０
７
枚
ご
購

入
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

購
入
さ
れ
た
方
か

ら
は「
と
て
も
便
利

で
、お
得
な
チ
ケ
ッ
ト

だ
っ
た
」な
ど
と
い
っ

た
声
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

サポートバスガイドも大活躍

ＪＲ摩周駅に開設されたえこパスステーション（上）
ＪＲ摩周駅前を出発する摩周湖バス（下）

華麗な調理テクニックを披露する貫田さん

地域の役に立ちたい
２社による社会貢献活動

　

㈲
摩
周
植

物
園（
古
瀬
廣

幾
代
表
取
締

役
）の
皆
さ
ん

が
、10
月
９
日

に
湯
の
島
公

園
の
芝
張
り
、

11
月
７
日
に

同
公
園
の
樹

木
せ
ん
定
と

水
郷
公
園
の

危
険
木
の
伐

採
を
行
い
ま

し
た
。両
公
園

の
景
観
保
持

と
、
利
用
者
の
安
全
確
保
の
た
め
に
と
、

社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
行
っ
た

も
の
。よ
り
安
全
に
快
適
に
、
両
公
園
を

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

10
月
22
日
に
は
、
㈱
多

田
塗
装
工
業（
多
田
征
人

代
表
取
締
役
）の
皆
さ
ん

が
、
水
郷
公
園
駐
車
場
の

ラ
イ
ン
引
き
と
、
遊
水
地

の
ベ
ン
チ
の
ペ
ン
キ
塗

り
を
行
い
ま
し
た
。利
用

者
の
方
が
よ
り
安
全
に

利
用
で
き
る
よ
う
に
と
、

社
会
貢
献
活
動
と
し
て

行
っ
た
も
の
。消
え
か
か

っ
て
い
た
ラ
イ
ン
が
新

し
く
引
き
直
さ
れ
、
安
全

に
利
用
で
き
る
よ
う
な

り
ま
し
た
。　

湯の島公園で芝張りを行う摩周植物園の皆さん

水郷公園駐車場のライン引きを行う多田塗装工業の皆さん

　

第
65
回
弟

子
屈
町
総
合

文
化
祭
が
、

10
月
18
日
か

ら
11
月
２
日

に
か
け
て
、

町
公
民
館
と

摩
周
観
光
文

化
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

10
月
18
日

に
は
町
民
茶

会
が
町
公
民

館
で
行
わ
れ
、

訪
れ
た
皆
さ
ん
に
お
茶
が
ふ
る
ま
わ
れ
ま

し
た
。

　

10
月
18
日
～
11
月
２
日
に
は
、
町
公
民

館
で
展
示
会
を
開
催
。27
の
団
体
や
個
人

な
ど
が
、絵
画
や
陶
芸
、短
歌
な
ど
、日
頃

の
文
化
活
動
の
成
果
を
発
表
し
、
訪
れ
た

方
々
の
目
を
楽
し
ま

せ
ま
し
た
。

　

10
月
26
日
に
は
、

摩
周
観
光
文
化
セ
ン

タ
ー
で
芸
能
発
表
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

23
団
体
が
参
加
し
、

吹
奏
楽
や
舞
踊
、
合

唱
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ

披
露
。訪
れ
た
皆
さ

ん
か
ら
、
盛
ん
な
拍

手
が
送
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

日ごろの活動の成果を披露
第65回弟子屈町総合文化祭

多彩な作品が並んだ展示会

芸能発表会（上）と町民茶会の様子（下）

ユーモアたっぷりの楽しい授業
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このページは皆さんからの

情報で作られています。

どのような情報でもすぐに

かけつけます。

お気軽にご連絡ください。

まちづくり政策課政策調整係☎４８２-２９１３（課直通）

　釧路湿原・阿寒・
摩周シーニックバ
イウェイ（桐木茂雄
代表）の皆さんが10
月25日、そららの
森で植樹活動を行
いました。
　そららの森とは、

同会が森として整備を進めている別の弟子屈飛行場跡地
の愛称で、毎年植樹を行っています。今年は会員など約60人
が参加。数年前に町内で拾ったドングリやクルミの実が若
木まで育ったことから、今年度はそのうちの約300本を成長
に合わせて、より広い敷地へと移植しました。

10月25日

もっと大きな森になってと願いを込めて

シーニックバイウェイが飛行場跡地で植樹

　全道秋の火災予防運動期
間（10月15日～31日）の行事の
一環として、防火スポーツ
大会が開催されました。
　10月５日に開催された第
４回防火ソフトバレーボー

ル大会には、６チーム30人が参加。競技開始前の救命講習
で、ＡＥＤの取り扱いについて説明を受けました。26日に開
催された第11回火の用心パークゴルフ大会には、男女合わ
せて73人が参加し、爽快な汗を流しました。両大会の開会式
で、大会長の筒井庄一弟子屈防火管理協議会長は「空気が乾
燥し、火災が発生しやすい時季。火の取り扱いには十分注意
してほしい」と防火意識の高揚を呼びかけました。

スポーツを通して防火意識を高めよう

防火ソフトバレーボール・火の用心パークゴルフ

　８月に任期半ばで逝
去された、元・町議会議
員の故�和田淳さん（川
湯温泉５）に、特別叙勲・
旭日単光章が授与され
ました。
　伝達式は10月22日に
行われ、和田さんの妻・

邦子さんに、德永町長から勲記と勲章が手渡されました。
　和田さんは、1999（平成11）年に町議会議員に初当選。町議
会副議長などの要職を担うなど、15年の長きにわたり、地方
自治の発展と地域の活性化に貢献したとして、この度の受
章となったものです。

長年にわたり地方自治の発展に貢献

故 和田淳さんが旭日単光章を受章
火
の
用
心
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
の
様
子

手
分
け
し
て
丁
寧
に
植
樹
を
行
う
皆
さ
ん

10月22日 10月５・25日

　川湯エコミュージア
ムセンターを拠点に自
然保護活動などを行っ
ている摩周・屈斜路パー
クボランティア連絡会
（金井秀明会長）の皆さん

が10月26日、藻琴山登山道のロープ撤去作業を行いました。
　危険な場所の周知や植物の保護を目的として、ロープは毎
年６月の山開きに合わせて張られ、本格的な降雪期を控えた
この時期に外されます。この日は風が強かったものの天候に
恵まれた中、手際よく作業が進められ、２時間ほどで終了。パー
クボランティアの皆さんは「植生保護や安全のためにもロー
プ張りは効果的。今後も続けていきたい」と話していました。

10月26日

勲
記
を
受
け
取
る
邦
子
さ
ん（
右
）

ロ
ー
プ
を
撤
去
す
る
会
員
の
皆
さ
ん

　阿寒国立公園川湯地域で活
動する摩周・屈斜路パークボラ
ンティア連絡会（金井秀明会長）
の会員による企画展が、10月
１日から11月30日まで川湯エ

コミュージアムセンター２階ギャラリーで行われました。
　阿寒国立公園指定80周年を記念して、初めて開催したも
のです。風景や鳥の写真、絵画のほか、アイヌ文様をモチー
フにした壁掛けや北海道の動物を描いた手作りのあんどん
など、13人が45点の作品を披露しました。固有植物やオオハ
クチョウの生態を学術的に解説した展示などもあり、訪れ
た方たちは、さまざまな手法で表現された阿寒国立公園の
魅力に見入っていました。

10月１日～11月30日

阿寒国立公園指定80周年を記念して

摩周・屈斜路パークボランティア連絡会が企画展
趣
向
を
凝
ら
し
た
展
示
に
見
入
る

登山シーズンの終わりを迎え

パークボランティアが藻琴山登山道のロープを撤去

みんなで頑張りました
おひさま保育園親と子の集い
摩周丘幼稚園お遊戯会

　

お
ひ
さ

ま
保
育
園

（
清
水
節

子
園
長
）

の
親
と
子

の
集
い
が

11
月
１

日
、
同
園

で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

０
～
５

歳
児
が
そ

れ
ぞ
れ
、
各
ク
ラ
ス
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た

お
遊
戯
や
劇
な
ど
を
披
露
。保
護
者
に
と

っ
て
は
、
園
生
活
が
垣
間
見
ら
れ
る
貴
重

な
場
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、
保
護
者
や

保
育
士
も
趣
向
を
凝
ら
し
た
出
し
物
を

行
い
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
、
先
生
た

ち
の
活
躍
に
園
児
は
大
喜
び
で
し
た
。

　

11
月
９
日
に
は
、摩
周
丘
幼
稚
園（
鈴
木

幸
栄
園
長
）の
お
遊
戯
会
が
摩
周
観
光
文
化

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

園
児
は
、
２
～
５
歳
児

の
ク
ラ
ス
ご
と
に
歌
や
楽

器
演
奏
、踊
り
、劇
な
ど
を

披
露
。こ
の
日
の
た
め
に

一
生
懸
命
練
習
し
て
き
た

成
果
を
、
元
気
い
っ
ぱ
い

に
舞
台
の
上
で
発
表
し
て

い
ま
し
た
。カ
メ
ラ
や
ビ

デ
オ
な
ど
を
手
に
し
て
集

ま
っ
た
保
護
者
な
ど
か
ら

は
、
た
く
さ
ん
の
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

練習の成果を披露（おひさま保育園�親と子の集い）

　

釧
路
公
立
大
学
の
公
開
講
座
が
11
月

14
・
21
の
両
日
、町
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

14
日
は
弟
子
屈
高
校
の
生
徒
を
対
象
に

し
た
も
の
で
、同
校
で
開
催
。約
50
人
が
受

講
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
同
大
学
の
河
村
一
教
授
で「『
国

際
比
較
の
す
す
め
』と『
観
光
と
経
済
に
つ

い
て
』」と
題
し
て
講
演
。経
済
学
と
は
ど

う
い
っ
た
学
問
な
の
か
、
弟
子
屈
を
念
頭

に
置
い
た
観
光
と
経
済
の
関
係
な
ど
に
つ

い
て
講
義
を
行
い
ま
し
た
。観
光
産
業
の

神
髄
は「
お
も
て
な
し
」に
あ
る
な
ど
の
話

に
、生
徒
は
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

21
日
は
一
般
の
方
を
対
象
に
町
公
民
館

で
開
催
。約
20
人
が
受
講
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
同
大
学
の
宮
崎
武
俊
教
授
と
生

方
雅
人
准
教
授
。宮
崎
教
授
は「
ク
イ
ズ
と

試
食
で
学
ぶ
ロ
シ
ア
の
家
庭
料
理
」と
題

し
て
講
義
。ペ
チ
カ（
ロ
シ
ア
風
暖
炉
）や
サ

モ
ワ
ー
ル（
木
炭
式
湯
沸

か
し
器
）の
模
型
な
ど
を

使
い
な
が
ら
、
ロ
シ
ア

の
食
文
化
に
つ
い
て
講

演
し
ま
し
た
。

　

生
方
准
教
授
は「
統
計

手
法
の
活
用
｜
記
述
統

計
と
推
測
統
計
｜
」と
題

し
、
デ
ー
タ
を
集
め
て

解
析
し
、
新
し
い
知
識

や
事
実
を
知
る
こ
と
の

大
切
さ
に
つ
い
て
講
義
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、

興
味
深
く
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

大学の講義に触れる
釧路公立大学による公開講座

ロシアの食文化と統計について学んだ公開講座

弟子屈高校で行われた講座の様子

大きなステージで元気いっぱい（摩周丘幼稚園お遊戯会）
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　弟子屈中学校
（坂東薫校長）と川
湯中学校（武山昇
校長）の３年生65
人が11月11日、摩
周焼体験学習を
行いました。

　総合的な学習の一環として毎年行われているもの。郷土
を代表する工芸の一つである摩周焼の制作を通して、思い
出をつくり、郷土を愛する心を育てることが目的です。摩周
焼窯元の森雅子さん（奥春別）を講師に招き、森さんとそのお
弟子さんたちの協力の下、多目的カップ作りに挑戦しまし
た。作品は、12月中旬から公民館で展示される予定です。

陶芸を通して思い出づくり

弟中と川中の３年生が摩周焼を体験

11月11日

　アイヌ民族
の伝統的な先
祖供養の儀式
「イチャルパ」
が11月12日、
屈斜路コタン
で開催されま

した。同地区でのイチャルパの開催は２年ぶりです。
　民族衣装で正装した列席者の皆さんは、お神酒や供物を
供えて先祖への感謝と祈りを捧げたほか、民族舞踊を奉納。
祭司を務めた豊岡征則さんは「若い人が少なくなっていく
中、さまざまな協力の下、イチャルパが開催できることは誠
に意義深い」と話していました。

11月12日

２年ぶりの開催

屈斜路コタンでアイヌの先祖供養「イチャルパ」

　弟子屈ロータリーク
ラブ（木暮敏男会長）の
「てしかが現代民話＆
紙芝居創作プロジェク
ト」が11月12日、福祉セ

ンターで行われ、同会員と摩周丘幼稚園（鈴木幸栄園長）の年
長児が、紙芝居の絵に色を付ける作業を行いました。
　同クラブの地域社会奉仕事業の一環。弟子屈をテーマに
した紙芝居作りを通して、子どもたちにふるさとの良さを
再発見してもらうことがねらいです。てしかがえこまち推
進協議会アート＆アド部会、弟子屈町社会福祉協議会の協
力の下、自然素材から作った絵の具やクレヨンで色付けを
行いました。完成作品は、来年２月に上演される予定です。

11月12日

み
ん
な
で
色
塗
り
楽
し
い
ね

このページは皆さんからの

情報で作られています。

どのような情報でもすぐに

かけつけます。

お気軽にご連絡ください。

まちづくり政策課政策調整係☎４８２-２９１３（課直通）

　町内の小・中学生を対象にし
た、川湯エコミュージアムセン
ター主催の自然体験活動「もり
のパレット探検隊」の第１回が、
11月１日に行われました。

　今年度は「英語や異文化にふれあう」「日本と世界の自然の
違いを知る」がテーマ。この日は小学１年～中学１年の15人
が参加しました。
　子どもたちは、ボランティアで同行した町の外国語指導助
手のウィリアム先生と一緒にアカエゾマツの森の中を散策。
英語で話しかけたり、葉やマツボックリを英語で何という
か調べたりしました。外国の自然についても教えてもらい
「日本と全然違って面白い」といった声が聞かれました。

11月１日

英語と自然を楽しく学ぶ

小・中学生向け体験活動「もりのパレット探検隊」

　おひさま保
育園（清水節子
園長）の年長・
年中児が10月
29日、摩周厚
生病院を慰問
しました。
　入院患者さ

んに喜んでほしいと、この時期に毎年行っています。入院中
のお年寄りなどを前に「よっちょれ」と「弟子屈音頭」を元気いっ
ぱいに披露した園児たちに、たくさんの拍手が送られまし
た。患者さんは「とてもかわいかった」と、うれしそうに話し
ていました。

おじいちゃん・おばあちゃん元気になってね

おひさま保育園児が厚生病院を慰問

　道の駅摩周温泉１
階の展示ギャラリー
で、11月１日から高
橋米子さんの写真展
「道東心の夢路」が始
まりました。四季折々
の道東の自然を切り
取った作品が展示さ
れています。

　１階町民ギャラリーでは、マーガレット同好会によるア
ートフラワー（布製の花）展示、２階では隅田恒示さんの写真
展「Sketch�てしかが」も行われています。いずれも来年１月５日
まで開催されていますので、一度ご覧になってみませんか。

道の駅摩周温泉でさまざまな企画展

風景写真とアートフラワー
園
児
の
踊
り
に
目
を
細
め
る
患
者
さ
ん

英
語
に
触
れ
な
が
ら
森
を
散
策

11月１日～ 10月29日

　平成26年度弟子屈町
自治会連合会（寺岡清敏
会長）研修会が11月５日、
町社会老人福祉センタ
ーで開催されました。
　今回の講師は、地域社
会学・農村社会学を専門

とする旭川大学准教授の大野剛志氏。「これからの地域福祉
と自治会の役割について」と題し、地域の支え合いを構築す
ることで、地域の活性化と再生を図る「コミュニティ福祉」に
ついて持論を展開しました。また、弟子屈町社会福祉協議会
の山口洋司事務局長が、同協議会の事業や組織について説
明。参加した皆さんは熱心に聴き入っていました。

11月５日

地域福祉と自治会の役割について学ぶ

自治会連合会研修会を開催

　弟子屈消防団女性部
が、オリジナル防火紙芝
居「くまくんのたんじょ
うび」を作製しました。
　防火思想を子どもた
ちにも分かりやすく伝

えていこうと企画したもの。今年の６月から物語の内容や
デザインなどを検討し、10月に完成しました。
　紙芝居の初お披露目は、11月１日におひさま保育園で行
われた「親と子の集い」。女性部の部員３人が同園を訪れて紙
芝居を上演し「火遊びは絶対にだめ」と呼びかけました。
　同消防団では今後、他の保育園・幼稚園の訪問や、イベント
などでの活用を行っていきたいとのことです。

講
師
の
話
に
聴
き
入
る
参
加
者
の
皆
さ
ん

11月１日

　弟子屈警察署川湯駐在
所（阿部哲男所長）では11
月７・12の両日、川湯温泉
地区の高齢者の方に夜光
反射材を配りました。
　川湯福祉の湯利用のた
め、夜間に外出する高齢

者が多い同地区。地域のドライバーから、歩行中の高齢者に
気づきにくいとの声が同駐在所に寄せられたことを受けて
実施したものです。川湯交通安全指導員会と川湯温泉まち
自治会の協力の下、７日には湯の川団地に住む高齢者宅を
訪問して啓発。12日には福祉の湯を訪れた高齢者の方に夜
光反射材を手渡し、交通安全を呼びかけました。

夜間の外出時に利用してください

湯の川団地の高齢者に夜光反射材を配布
夜
光
反
射
材
の
使
用
方
法
を
説
明

紙
芝
居
を
披
露
す
る
消
防
団
女
性
部

11月７・12日

　阿寒国立公園指定80
周年を記念したオリジ
ナルフレーム切手が11
月４日に発売され、同
日、贈呈式が役場で行わ
れました。
　贈呈式では、藤原将男

弟子屈郵便局長から德永町長に、酒井盛興川湯郵便局長か
ら木暮敏男摩周湖観光協会長に、それぞれ切手シートが手
渡されました。
　切手の図柄には、弟子屈フォトコンテスト、阿寒湖フォト
コンテストの歴代入賞作品を採用。摩周湖や屈斜路湖など、
同公園内の雄大な自然をＰＲするものになっています。　

11月４日

弟子屈フォトコンテスト入賞作品などを使って作製

オリジナルフレーム切手を町と観光協会に贈呈
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切
手
を
手
に

　町内の事業所など
で構成する弟子屈防
火管理協議会（筒井庄
一会長）では10月28
日、仁多交差点に設
置している防火看板

の更新を行いました。
　同協議会は弟子屈消防署などと連携して、火災予防の街
頭啓発をはじめ、住宅用火災警報器の普及に向けた設置助
成事業などの活動を行っています。今回更新された看板に
は、町のシンボルマークや摩周湖農業協同組合のマスコッ
トキャクターが描かれ「火の用心お願いします！」と呼びかけ
る親しみのある防火看板となっています。

10月28日

火の用心を呼びかけ

弟子屈防火管理協議会が防火看板を更新
火
の
用
心
を
呼
び
か
け
る
看
板

思
い
思
い
の
作
品
作
り
に
挑
戦

供
物
を
供
え
て
祈
り
を
捧
げ
る

火遊びは絶対にしないでね

消防団女性部が火の用心を呼びかける紙芝居
ふるさとの素晴らしさにあらためて気づいて

ロータリークラブが幼稚園児と紙芝居作り

作
者
の
高
橋
さ
ん（
上
）・
精
巧
な
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー（
下
）
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informationinformation

12月　アリーナ町民開放日

文化センターガイド

◎～全面　　休～休館日
（時間帯は18:00～21:00です）

日

日
区　

分

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15

19 21 22 23 25 26 27 28 29 30

日 木水火 土 日金木水火 月

金水 土 日 火月 土 日 火月金木水 水木
20

区　

分

金月 月

17 18 24 31

問い合わせ先
釧路圏摩周観光文化センター　☎482-1811

16
火

木
１

休

タ
ウ
ン
メ
ー
ル
の
ウ
ェ

ブ
版
を
開
設

　

町
で
は
、
皆
さ
ん
の
声
を
広
く
町

政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
広
聴
活
動

と
し
て
、６
月
と
12
月
の
年
に
２
回
、

「
タ
ウ
ン
メ
ー
ル
」を
広
報
紙
に
織
り

込
ん
で
い
ま
す
。（
今
月
号
の
19
ペ
ー

ジ
参
照
）町
政
に
対
す
る
ご
意
見
や

ご
要
望
の
ほ
か
、
行
政
へ
の
疑
問
や

情
報
提
供
な
ど
、
皆
さ
ん
が
知
り
た

い
こ
と
、
知
ら
せ
た
い
こ
と
な
ど
も

お
寄
せ
い
た
だ
け
ま
す
。

　

こ
の
度
、
タ
ウ
ン
メ
ー
ル
ウ
ェ
ブ

版
を
開
設
し
ま
し
た
。皆
さ
ん
の
ご

意
見
を
電
子
メ
ー
ル
で
も
お
受
け
し

ま
す
。お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

タ
ウ
ン
メ
ー
ル
は
、
町
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（https://w

w
w
.tow

n.
teshikaga.hokkaido.jp

）の
ト
ッ
プ

画
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
ま
ち
づ
く

り
政
策
課
政
策
調
整
係
☎
４
８
２

‐
２
１
９
３（
課
直
通
）ま
で
。

川
湯
歯
科
診
療
所
が
休

診
に
な
り
ま
し
た

　

町
立
川
湯
歯
科
診
療
所
は
、
医
師

の
体
調
不
良
に
よ
る
退
任
に
よ
り
、

12
月
１
日
㈪
か
ら
休
診
と
な
り
ま
し

た
。

　

皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
て
い
ま
す
が
、
診
療
所
の
早
期

再
開
に
向
け
努
力
し
て
い
ま
す
の

で
、ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
健
康
推
進

課
健
康
推
進
係
☎
４
８
２
‐
２
９

　

３
５（
課
直
通
）ま
で
。

門
松
ス
テ
ッ
カ
ー
の
配

布
を
取
り
や
め
ま
す

　

昨
年
ま
で
、
団
体
か
ら
門
松
ス
テ

ッ
カ
ー
の
寄
贈
を
受
け
、
広
報
紙
へ

の
折
り
込
み
に
よ
り
全
戸
配
布
し
て

い
ま
し
た
。今
年
か
ら
、諸
般
の
事
情

に
よ
り
全
戸
配
布
を
取
り
や
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

　

若
干
の
残
部
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
入
用
の
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
農
林
課
林

務
係
☎
４
８
２
‐
２
９
３
６（
課
直

通
）ま
で
。

弟
子
屈
産
小
麦
粉
で
ピ

ザ
を
作
り
ま
せ
ん
か

　

食
育
調
理
実
習
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。弟
子
屈
町
産
の
小
麦
粉
な

ど
を
使
い
、
フ
ラ
イ
パ
ン
で
簡
単
に

作
る
こ
と
が
で
き
る
ピ
ザ
に
挑
戦
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼�

日
時
／
12
月
12
日
㈮　

10
時
〜

　
（
所
要
時
間
１
時
間
30
分
ほ
ど
）

▼�

場
所
／
町
社
会
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
２
階　

調
理
実
習
室

▼
参
加
料
／
１
人
３
０
０
円

休

忘年ソフトテニス大会

今月の主な行事予定
７日

12〜14日
摩周杯ソフトバレーボール大会
第47回釧根地区高校新人バドミントン大会

21日

休

休

土
◎ ◎

◎ 休 ◎ 休 休

▼�

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、フ

ラ
イ
パ
ン（
で
き
れ
ば
ふ
た
付
き
）

▼�

定
員
／
12
人（
先
着
順
）

▼�

申
し
込
み
締
め
切
り
／
12
月
10
日

㈬
❑�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
役

場
健
康
推
進
課
健
康
推
進
係
☎
４

　

８
２
‐
２
９
３
５（
課
直
通
）ま
で
。

休
日
公
証
相
談
を
行
い

ま
す

▼�

日
時
／
12
月
14
日
㈰　

10
時
〜
16

時
▼�

場
所
／
釧
路
公
証
人
役
場（
釧
路

市
末
広
町
７
丁
目
２
番
地　

金
森

ビ
ル
）

※12月30日㈫〜１月６日㈫は休館です。
11月９日現在の予定ですので、町民開放利用を希望する方は、
文化センターにあらかじめお問い合わせください。

▼�

相
談
内
容
／
遺
言
、相
続
、任
意
後

見
、尊
厳
死
宣
言
、お
金
の
貸
し
借

り
、
賃
貸
借
、
離
婚
に
伴
う
養
育

費
・
慰
謝
料
・
財
産
分
与
な
ど
。

▼
相
談
料
／
無
料

▼�

申
し
込
み
方
法
／
相
談
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
12
月
12
日
㈮
ま
で
に

電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

❑�

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
／
釧
路
公

証
人
役
場
☎
０
１
５
４

１
３
６

　

５
ま
で
。

北
海
道
学
生
研
究
会
の

合
同
研
究
発
表
会

　

北
海
道
学
生
研
究
会「
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ

（
ス
キ
ャ
ン
）」は
、釧
路
公
立
大
学
で

発
足
し
た
、
地
域
貢
献
を
目
的
と
し

た
団
体
で
す
。活
動
の
一
環
で
毎
年
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
学
生
に
よ
る
研

究
発
表
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は「
北
海
道
の
可
能
性
」を

テ
ー
マ
に
、
７
つ
の
大
学
の
学
生
が

地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
発
表
を

行
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
、ご
来
場
く
だ

さ
い
。

▼�

日
時
／
12
月
13
日
㈯　

13
時
〜
17

時
30
分

▼
場
所
／
釧
路
公
立
大
学

▼
入
場
料
／
無
料

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
北
海
道
学
生
研

究
会
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
☎
０
７
０
‐
５
６

　

�

０
１
‐
３
２
４
５　

メ
ー
ルscan

　

946@
yahoo.co.jp

ま
で
。

 今月の休館日
　（ １、２、８、９、15、
　 16、22、24、25、29、
　 30、31日）

10時〜17時（水・木・金・土・日）

休館日 開館時間

利用料

 小・中・高校生／無料

一般／540円（税込み）

毎月第２・４土曜日は
無料開放日！

☎４８３‐２０７２
12月

国立公園の管理の仕事です�一緒に働きませんか

▼  業務の内容／駐車場管理業務・公園施設維持管理清掃業務など

▼  雇用期間／平成27年４月下旬から11月上旬まで

▼  勤務時間／８時から17時まで

▼  勤務日数／月22日程度（各種保険適用あり）

▼  応募方法／１月30日㈮までに履歴書（写真添付）提出・委細面談

自然公園財団川湯支部スタッフ募集！

応募・問い合わせ先
一般財団法人　自然公園財団川湯支部

（弟子屈町川湯温泉２‐２‐５　☎４８３‐２５６７）

（広告）

初心者水泳教室（一般成人）

　◇日時／７、14、21日　　　　　　　 14時〜14時45分

がんばれ水泳教室（25メートル泳げる成人）

　◇日時／３、５、10、12、17、19日　 14時〜14時45分

※全て送迎バスあり（13時10分　公民館前発）

水中運動教室（一般成人）

　◇日時／４、６、11、13、18、20日　 14時〜14時45分

※全て送迎バスあり（13時10分　公民館前発）

水中ジョギング教室（一般成人）

　◇日時／３、10、17日　　　　　 10時30分〜11時15分

フリー教室（幼児・小学生教室参加の保護者）

　◇日時／６、７、13、14、20、21日

10時30分〜11時15分

幼児水泳教室（幼児３〜５歳）

　◇日時／７、14、21日　　　　　 10時30分〜11時15分

小学生水泳教室（初めて水泳を習う小学生）

　◇日時／６、13、20日　　　　　 10時30分〜11時15分

選手コース（摩周スイミングスクール所属）

　◇日時／ ３、４、５、６、７、10、11、12、13、14、

17、18、19、20、21、23、26、27、28日

15時〜17時
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保
健
事
業
実
施
計
画
に

対
す
る
意
見
を
募
集

　

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
は
、
道
内
１
７
９
市
町
村
と
の
連

携
の
も
と
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

を
運
営
し
て
い
る
特
別
地
方
公
共
団

体
で
す
。

　

広
域
連
合
で
は
、
加
入
者
の
方
が

自
立
し
た
生
活
を
少
し
で
も
長
く
地

域
で
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
効

果
的
で
効
率
的
な
保
健
事
業
を
積
極

的
に
進
め
て
い
く
た
め
の「
北
海
道

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
保
健
事

業
実
施
計
画（
案
）」を
策
定
し
ま
し
た
。

　

保
健
事
業
実
施
計
画
の
策
定
に
あ

た
り
、
広
く
住
民
の
方
か
ら
ご
意
見

を
募
集
し
ま
す
。

▼�

募
集
期
間
／
12
月
10
日
㈬
〜
平
成

27
年
１
月
９
日
㈮（
必
着
）

▼�

公
表
す
る
資
料
／
北
海
道
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
保
健
事
業
実

施
計
画（
案
）

▼�

資
料
・
募
集
要
領
の
入
手
方
法
／

意
見
募
集
の
開
始
日
か
ら
、
北
海

道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ（http://iryokouiki-

hokkaido.jp

）に
掲
載
す
る
と
と

も
に
、
役
場
健
康
推
進
課
健
康
保

険
係
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
健
康
推
進

課
健
康
保
険
係
☎
４
８
２
‐
２
９

　

３
５（
課
直
通
）ま
で
。

公募対象住宅一覧表
月額住宅料建設年度 規　模 戸　数 備　考団　地　名　・　構　造

注　場合によっては募集内容を変更することがありますので、あらかじめご了承願います。

入居者を募集します町 宅住営

24,300～36,300円Ｈ９ ３ＬＤＫ １美留和団地（準耐火平屋建）
12,000～16,300円Ｓ55 ３ＤＫ １緑団地（簡易耐火平屋建）

79.50㎡
62.99㎡

　役場では、次の期間で町営住宅入居者を募集します。入居者は、条件を備えている方から、困窮度などに応じて
決定します。
▶受付期間／12月２日㈫～12月９日㈫（土・日曜日、祝日を除く）
▶受付窓口／役場建設課管理係・川湯支所
▶入居時期／12月下旬～１月上旬の予定
▶入居敷金／住宅料（月額）の３倍の額
※�入居要件、入居基準など、詳しくはお問い合わせください。
※�入居しようとする方、同居しようとする親族などが暴力団員である場合は、入居が認められません。
❑問い合わせ先／役場建設課管理係☎４８２‐２９４１（課直通）まで。

9,000～13,400円Ｓ52 ３ＤＫ １美留和団地（簡易耐火平屋建） 53.61㎡

寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た

❑
石�

坂��

敏�

彦�

様・幸�

栄�

様（
美
留
和
）

　

▼
現
金　

10
万
円�

（広告）

�☆６日／『だれのパンツ』　ほか２冊
�☆13日／『なんでやねん』　ほか２冊
�☆20日／『ノンタン！サンタクロースだよ』　ほか２冊
�☆27日／『ママだいすき』　ほか２冊
※図書館の年末年始休館日／12月30日㈪〜１月６日㈪

テーマ 『なんでやねん！』

○時間／午後１時〜　　○場所／弟子屈町図書館

おはなしはらっぱは毎週土曜日午後１時！�みんな集まれ！

おはなしはらっぱ 12月
　

�

亡
母（
石
坂
ヒ
サ
）が
生
前
、町
に
お

世
話
に
な
っ
た
お
礼
と
し
て
、社
会

福
祉
に
役
立
て
て
ほ
し
い
。

❑
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
し
ゅ
う
の
里

　
　

理
事
長　

藤　
　

泰　

人　

様

　

▼�

阿
寒
国
立
公
園
指
定
80
周
年
記
念

「
摩
周
湖
周
辺
の
森
林
緑
化
再
生
計

画
等
事
業
」成
果
報
告『
摩
周
湖
の
山

に
木
を
植
え
た
』　

40
冊�

　

�

町
内
の
学
校
図
書
館
で
小
・
中
学
生

に
活
用
し
て
ほ
し
い
。

❑
倉　

田　

昭　

八　

様

（
ア
ト
サ
ヌ
プ
リ
原
野
）

　

▼
大
根　

１
２
０
㌔�

　

�

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
給
食
食
材
用

と
し
て
使
用
願
い
た
い
。

あなたの作品を待っています！

第６回

弟子屈フォトコンテスト
　今回で６回目を迎える「弟子屈フォトコンテ
スト」は、魅力あふれる弟子屈町を広く発信す
るとともに、写真文化の発展に寄与すること
を目的に開催されています。
　これまで、数多くのプロ・アマチュア写真家
の被写体となり、さまざまな方を魅了してきた弟子屈町。この
町を舞台としたフォトコンテストに、あなたも応募してみませ
んか。詳しくは、観光情報ポータルサイト「弟子屈なび」内の弟子
屈フォトコンテストページ（http://www.masyuko.or.jp/pc/
photocon/photocon2014.html）をご覧ください。

❑�問い合わせ先／一般社団法人摩周湖観光協会　フォトコン
テスト係☎４８２‐２２００　メールmasyu_as@peace.ocn.
ne.jpまで。

12/25㈭
締め切り
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日 月 火 水 木 金 土

１２３４５６

７ 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31
■問い合わせ先／健 康 健康推進課☎482-2935  町 民 環境生活課☎482-2934  税務 税務課☎482-2914  開 放 おひさま保育園☎482-2444  子 育 子育て支援センター「ひなたぼっこ」☎482-5667

天皇誕生日

子 育 ひなたぼっこ「クリ
　スマス会｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30）
子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  14:00～16:30）
町 民 行政相談（公民館
　・13:00～15:00）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

 ……記号の見方……
健
 康 ～健診や子育て相
　　 談など

町 民 ～行政相談、人権
　　 相談
開 放 ～保育園開放など
子 育 ～子育て支援セン
　　 ター開放など
税務 ～税の納期など
催 し ～イベント､その他

開 放 保育園開放「遊んＤ
　ａｙ」（おひさま保育
　園／川湯保育園・
  9:00～）
健 康 乳児・３歳児健診（福
　祉センター・9:15～）
健 康 フッ素塗布（奥春別森
　の保育園・9:20～／
　福 祉 セ ン タ ー・
  10:00～）
健 康 予防接種「ＢＣＧ」
　（福祉センター・
  14:30～）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～１歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）
健
 康 健康相談（役場・
　10:00～）
健
 康 母子手帳交付（役
　場・10:00～）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「２～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「２～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30）
【役場仕事納め】

子 育 ひなたぼっこ開放
　「２～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

開 放 保育園開放「遊ん
　Ｄａｙ」（おひさま
　保育園／川湯保
　育園・9:00～）
子 育 ひなたぼっこ移動
　開放「０～３歳｣（川
　湯駅前交流センタ
　ー・9:30～11:30）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

開 放 保育園開放「遊ん
　Ｄａｙ」（おひさま
　保育園／川湯保
　育園・9:00～）
子 育 ひなたぼっこ移動
　開放「０～３歳｣（川
　湯駅前交流センタ
　ー・9:30～11:30）
税務 夜間納税窓口開設
　（役場／川湯支所
　・20:00まで）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～１歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）
健
 康 健康相談（役場・
　10:00～）
健
 康 母子手帳交付（役
　場・10:00～）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～１歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）
健
 康 健康相談（役場・
　10:00～）
健
 康 母子手帳交付（役
　場・10:00～）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～１歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）
健
 康 健康相談（役場・
　10:00～）
健
 康 母子手帳交付（役
　場・10:00～）

子 育 母親講座「クリスマ
　ス飾り｣（子育て支
　援センター・9:30
　～11:30）
子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  14:00～16:30）
催 し 民族歌舞団「こぶ
　し座」公演（福祉セ
　ンター・18:30～）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

催 し バンフ マウンテ
　ン フィルムフェ
　スティバル イン 
　てしかが（摩周観
　光文化センター・
  10:00～）

主な予定を掲載しています

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）
税務 町・道民税４期、国
　民健康保険税７期、
　後期高齢者医療保
　険料７期、介護保
　険料４期納期限

子 育 ひなたぼっこ開「０～
　１歳｣（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30／
  14:00～16:30）
健
 康 健康相談（役場・10:00～）
健
 康 母子手帳交付（役場・
  10:00～）
町 民 人権相談（公民館／川
　湯消防会館・13:00～
  15:00）
税務 固定資産税４期、国民
　健康保険税６期、後期
　高齢者医療保険料６期
　納期限

子 育 ひなたぼっこ開放
　「２～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）
健
 康 ９・10カ月児相談
　（福祉センター・
  10:00～）

開 放 保育園開放「遊ん
　Ｄａｙ」（おひさま
　保育園／川湯保
　育園・9:00～）

催 し おはなしはらっぱ
　（図書館・13:00～）

催 し おはなしはらっぱ
　（図書館・13:00～）

催 し おはなしはらっぱ
　（図書館・13:00～）
催 し 第１回公民館ミニ
　コンサート（公民館
　・13:30～）

催 し おはなしはらっぱ
　（図書館・13:00～）
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ユ
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正
明
さ
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歳
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４
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清
志
さ
ん（
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高
井　

信
幸
さ
ん（
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歳
）川
湯
温
泉
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德
さ
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悦
子
さ
ん（
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歳
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野

▼
昭
栄
小
学
校
が
閉
校
と
な
り
96
年
の

歴
史
に
幕
を
閉
じ
、
地
域
の
人
口
減
少

が
も
う
そ
こ
ま
で
来
て
い
る
こ
と
を
実

感
し
ま
す
。学
校
が
閉
校
す
る
と
、地
域

の
人
口
減
少
が
加
速
す
る
と
い
わ
れ
ま

す
。同
地
域
だ
け
で
な
く「
地
域
が
豊
か

で
幸
せ
で
あ
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば

よ
い
の
か
」を
地
域
が
主
体
と
な
っ
て
考

え
、行
動
し
、子
孫
へ
し
っ
か
り
と
引
き

継
ぐ
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。（
田
口
）

▼
母
校
が
な
く
な
る
と
い
う
の
は
、ど
ん

な
気
持
ち
な
ん
だ
ろ
う
…
。そ
う
思
い
な

が
ら
、昭
栄
小
学
校
の
閉
校
式
典
を
見
て

い
ま
し
た
。高
田
校
長
先
生
や
児
童
代
表

の
三
田
村
君
の
あ
い
さ
つ
に
心
を
打
た

れ
、と
て
も
愛
さ
れ
た
学
校
だ
っ
た
の
だ

と
い
う
こ
と
が
、ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。学
校
と
い
う
も
の
の
存
在
と

意
義
を
あ
ら
た
め
て
思
い
、わ
が
母
校
に

も
思
い
を
は
せ
た
日
で
し
た
。（
宮
田
）

●

編
集
後
記
●

人
の
う
ご
き

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

※�お誕生、お悔やみは、10/1～10/31に弟子屈町に届け出をされた方のうち、掲載を希望さ
れた方のみ掲載しています。弟子屈町以外に届け出をされた方で掲載を希望される方は、
役場環境生活課町民係までご連絡ください。

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

歳末特別警戒を実施します!!
　師走を迎え、寒さも一段と増し、火災等の事故が発生しやすい季節を迎えます。
　消防署・消防団では災害の未然防止などを図るため、今年も次の日程で歳末特
別警戒を実施します！

　　�《歳末特別警戒日程》

　 ▼期間／12月25日㈭～12月30日㈫

　 ▼時間／20時～22時

　 ▼区域／弟子屈町全域

蝦
えび

名
な

　泰
たい

史
し

�ちゃん 德
とく

永
なが

　友
ゆ

紀
き

奈
な

�ちゃん

防火ソフトバレー大会＆火の用心パークゴルフ大会
　秋の火災予防運動期間中の行事として、10月５日・10月26日に防火スポーツ大会を開催。多数の皆さんの参加のも
と、盛大に開催することができました。（29ページ参照）結果は次のとおりです。（敬称略）

▼ソフトバレー
　 ▽１位／ＧＯＧＯ―Ｂ

　 ▽２位／ドリーム摩周

　 ▽２位／ＧＯＧＯ―Ａ

▼パークゴルフ
　男子の部 ▽１位／野田�孝
　　　　　 ▽２位／林�重雄
　　　　　 ▽３位／野田�彰

　女子の部 ▽１位／山口�キミ子
　　　　　 ▽２位／清水�珠子
　　　　　 ▽３位／酒井�繁子

鈴
すず

木
き

　陽
は

琉
る

�ちゃん


